
号

令和 7 年 10 月 3 日

殿

理事長　山下　敏夫

１　開設者の住所及び氏名

（注）

２　名称

３　所在の場所

４　診療科名

4－1　標榜する診療科名の区分

○ 1

（注）

4-2　標榜している診療科名

（1）内科

○ ○ ○ ○

○

○ ○

（注）  1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

・アレルギー疾患内科またはアレルギー科の内容は呼吸器内科、小児科、耳鼻咽喉科、皮膚科、眼科で診療している。
・神経内科の診療内容は脳神経内科にて提供している。

〒573-1191　　大阪府枚方市新町２丁目３番１号

電話（072）804－0101

6血液内科

上記のいずれかを選択し○を付けること。

　標記について、医療法（昭和23年法律第205号）第12条の3第1項及び医療法施行規則（昭和23年厚生省令第
50号）第9条の2の2の第1項の規定に基づき、令和6年度の業務に関して報告します。

　開設者が法人である場合は、「住所」欄には法人の主たる事務所の所在地を、「氏名」欄には法人の名称を記入す
ること。

住所

氏名

〒573-1010　　大阪府枚方市新町2丁目5番1号

学校法人　関西医科大学

関西医科大学附属病院

関西医科大学附属病院病院の業務に関する報告について

９感染症内科

診療実績

内科 有

25X01関病発第

厚生労働大臣 開設者名 学校法人　関西医科大学

７内分泌内科 ８代謝内科

11リウマチ科10アレルギー疾患内科またはアレルギー科

医療法施行規則第六条の四第一項の規定に基づき、有すべき診療科名すべてを標榜

2消化器内科 ３循環器内科 ４腎臓内科

５神経内科

医療法施行規則第六条の四第四項の規定により読み替えられた同条第一項の規定に基づき、がん、循環
器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療を提供する特定機能病院として、十以上の診療科名を標
榜

2

内科と組み合わせた診療科名等

１呼吸器内科

（様式第10）



（2）外科

○ ○ ○

○ ○ ○

（注）

（３）その他の標榜していることが求められる診療科名

○ ○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○ ○

○ ○

（注）

（４）歯科

○

（注）

（５）（１）～（４）以外でその他に標榜している診療科名

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10

11 12 13 14 15

16 17 18 19 20

21 22 23 24 25

（注）

５　病床数

（単位：床）797 797

標榜している診療科名について記入すること。

精神 感染症 結核 療養

 1　「内科と組み合わせた診療科名等」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
 2　「診療実績」欄については、「内科と組み合わせた診療科名等」欄において、標榜していない診療科がある場合、
その診療科で提供される医療を、他の診療科で提供している旨を記載すること。

外科 有

外科と組み合わせた診療科名

１呼吸器外科 ４心臓外科

1　「外科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「診療実績」欄については、「外科」「呼吸器外科」「消化器外科」「乳腺外科」「心臓外科」「血管外科」「心臓血管外
科」「内分泌外科」「小児外科」のうち、標榜していない科がある場合は、他の標榜科での当該医療の提供実績を記
載すること（「心臓血管外科」を標榜している場合は、「心臓外科」「血管外科」の両方の診療を提供しているとして差
し支えないこと）。

2消化器外科 ３乳腺外科

一般 合計

標榜している診療科名に〇印を付けること。

５血管外科 6心臓血管外科 ７内分泌外科 ８小児外科

11耳鼻咽喉科 12放射線科

診療実績

内分泌外科の内容は、耳鼻咽喉科、泌尿器科で診療している。

１精神科 2小児科 ３整形外科 ４脳神経外科

15麻酔科 16救急科13放射線診断科 14放射線治療科

５皮膚科 ６泌尿器科 ７産婦人科 ８産科

９婦人科 10眼科

歯科 有

歯科と組み合わせた診療科名

１小児歯科 2矯正歯科
３歯科口腔外
科

病理診断科

血液・腫瘍内科 肝臓内科 心療内科 糖尿病内科

歯科の診療体制

1　「歯科」欄及び「歯科と組み合わせた診療科名」欄については、標榜している診療科名に〇印を付けること。
2　「歯科の診療体制」欄については、医療法施行規則第六条の四第五項の規定により、標榜している診療科名とし
て「歯科」を含まない病院については記入すること。

肝臓外科

胆のう外科 頭頸部外科 形成外科 リハビリテーション科

臨床検査科 脳神経内科 脳血管外科



６　医師、歯科医師、薬剤師、看護師及び准看護師、管理栄養士その他の従業者の員数

常勤 非常勤 合計 員数 員数

438 195 469.5 208

8 11 9.6 42 77

64 3 64.7 13

10

60 60

943 64 988.7 28 13

52

11 11 197

16 5 17.7 54

（注）

７　専門の医師数

（注）

８　管理者の医療に係る安全管理の業務の経験

令和 3 年 4 月 1 日

９　前年度の平均の入院患者、外来患者及び調剤の数

　歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科の前年度の平均の入院患者及び外来患者の数

人 人 人

人 人 人

剤

人

1114

145

779.4

2109.9

3.4

62.6

776

2172.5

１日当たり平均入院患者数

１日当たり平均外来患者数

１日当たり平均調剤数

必要医師数

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　人数には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者の員
数の合計を小数点以下1位を切り捨て、整数で算出して記入すること。

管理者名 （　松田　公志　） 任命年月日

2006年1月1日～2010年3月31日　安全対策委員（セーフティマネージャー）
2020年4月1日～2021年3月31日　医療安全管理責任者
2021年4月1日～現在　医療安全管理センター　兼務

歯科等以外 歯科等 合計

合計

13

13

21

9

20

19

12

262

耳鼻咽喉科専門医

放射線科専門医

脳神経外科専門医

整形外科専門医

麻酔科専門医

救急科専門医産婦人科専門医 13

51

57

3

18

2

11

総合内科専門医

外科専門医

精神科専門医

小児科専門医

皮膚科専門医

泌尿器科専門医

その他の技術員

事務職員

その他の職員

歯科衛生士

管理栄養士

眼科専門医

専門医名 人数（人） 専門医名 人数（人）

栄養士

歯科技工士

診療放射線技師

准看護師

1　報告書を提出する年度の10月１日現在の員数を記入すること。
2　栄養士の員数には、管理栄養士の員数は含めないで記入すること。
3　「合計」欄には、非常勤の者を当該病院の常勤の従事者の通常の勤務時間により常勤換算した員数と常勤の者
の員数の合計を小数点以下2位を切り捨て、小数点以下1位まで算出して記入すること。それ以外の欄には、それぞ
れの員数の単純合計員数を記入すること。

職種

診療エックス線技師

臨床検査技師

衛生検査技師

その他

あん摩マッサージ指圧師

臨床
検査

職種

看護補助者

理学療法士

作業療法士

視能訓練士

義肢装具士

臨床工学士

職種

医師

歯科医師

薬剤師

保健師

助産師

看護師 医療社会事業従事者



人

人

人

（注）

10　施設の構造設備

53 床

㎡

㎡ 床

台

㎡

405.3 ㎡ （主な設備）

112.9 ㎡ （主な設備）

299.9 ㎡ （主な設備）

118.9 ㎡ （主な設備）

8193.8 ㎡ （主な設備）

363.4 ㎡ 室数 室 人

1135.2 ㎡ 室数 室 冊程度

（注）

11　紹介率及び逆紹介率の前年度の平均値

％ ％

人

人

人

人

（注）

12　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由（注）

○ 無

22585

21131

1397

28372

B：他の病院又は診療所に紹介した患者の数

A：紹介患者の数

Ｃ：救急用自動車によって搬入された患者の数

D：初診の患者の数

算出
根拠

カセット印字機、スライド印字機、パラフィン浸透機、免疫染色機

パラフィン浸透機、包埋センター、ミクロトーム

顕微鏡、冷却遠心機、インキュベーター

1　主要構造には、鉄筋コンクリート、簡易耐火、木造等の別を記入すること。
2　主な設備は、主たる医療機器、研究用機器、教育用機器を記入すること。

紹介率 84.5 逆紹介率 74.5

2

1

収容定員

蔵書数

210

52000

病床数 14151.5

0

病棟業務課

53

AU-5800、Atellica、Alinity、XR-9000、CN-6000

BACT/ALERT VIRTUO、VITEK MS PRIME、安全キャビネット

床面積

共用する室名

講義室

図書室

［固定式の場合］

［移動式の場合］

［専用室の場合］

［共用室の場合］

床面積

医薬品情報
管理室

化学検査室

細菌検査室

病理検査室

病理解剖室

研究室

その他の救急蘇生装置

心細動除去装置

ペースメーカー

無菌病室等
台数

施設名 床面積 主要構造 設備概要

病床数 心電計

集中治療室
1092.4

RC 人工呼吸装置

5

40

461

1　「歯科等」欄には、歯科、矯正歯科、小児歯科及び歯科口腔外科を受診した患者数を、「歯科等以外」欄にはそれ
以外の診療料を受診した患者数を記入すること。
2　入院患者数は、前年度の各科別の入院患者延数(毎日の24時現在の在院患者数の合計)を暦日で除した数を記
入すること。
3　外来患者数は、前年度の各科別の外来患者延数をそれぞれ病院の年間の実外来診療日数で除した数を記入す
ること。
4　調剤数は、前年度の入院及び外来別の調剤延数をそれぞれ暦日及び実外来診療日数で除した数を記入するこ
と。
5  必要医師数、必要歯科医師数、必要薬剤師数及び必要（准）看護師数については、医療法施行規則第二十二条
の二の算定式に基づき算出すること。

必要（准）看護師数

必要歯科医師数

必要薬剤師数

1　「紹介率」欄は、Ａ、Ｃの和をＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
2　「逆紹介率」欄は、ＢをＤで除した数に100を乗じて小数点以下第1位まで記入すること。
3　Ａ、Ｂ、Ｃ、Ｄは、それぞれの前年度の延数を記入すること。

利害
関係

委員の要件
該当状況

藤本 良知 枚方市医師会 名誉会長 地域医療に関する学識経験者 1

氏名 所属 委員長
（○を付す）

選定理由



無

無

無

有

有

（注）

13　監査委員会の委員名簿及び委員の選定理由の公表の状況

森田 眞照 市立ひらかた病院 顧問 病院機能に関する学識経験者 1

永井 仁美 茨木保健所 所長 公衆衛生に関する学識経験者 1

吉野 敬昌 枚方信用金庫 理事長 医療を受ける側の代表者 2

谷川 昇
関西医科大学医学部
放射線科学講座教授 医療に関する学識経験者 1

蔦 幸治
関西医科大学

臨床病理学講座教授 臨床病理に関する学識経験者 1

　　「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。
1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者
2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。）
3. その他

委員名簿の公表の有無

委員の選定理由の公表の有無

公表の方法

本学ホームページにて公表

有

有



1  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数
（人）

19人

9人

6人

3人

20人

17人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

6

74人

(注） 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第二各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注） 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

二段階胚移植法

子宮内細菌叢検査２

高度の医療の提供の実績

先　進　医　療　の　種　類   

ウイルスに起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

細菌又は真菌に起因する難治性の眼感染疾患に対する迅速診断（PCR法）

子宮内膜受容能検査１

子宮内細菌叢検査１

（様式第2）



2  承認を受けている先進医療の種類（注１）及び取扱患者数

取扱患者数

8人

0人

9人

2人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

0人

4

19人

(注) 1　「先進医療の種類」欄には、厚生労働大臣の定める先進医療及び施設基準（平成二十年厚生労働省告示

　　　　　第百二十九号）第三各号に掲げる先進医療について記入すること。

(注) 2　「取扱患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

先進医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人）

先　進　医　療　の　種　類   

S-１内服投与並びにパクリタキセル静脈内及び腹腔内投与の併用療法
膵臓がん（遠隔転移しておらざず、かつ、腹膜転移を伴うもの。）

陽子線治療　根治切除が可能な肝細胞がん（初発のものであり、単独で発生したものであって、その長径が
三センチメートルを超え、かつ、十二センチメートル未満のものに限る。）【外科的治療を実施する施設】

術後のアスピリン経口投与療法、下部直腸を除く大腸がん（ステージがⅢ期であって、肉眼による観察及び
病理学的見地から完全に切除されたと判断されるものに限る。）

遺伝子組換え活性型血液血液凝固第Ⅶ因子製剤静脈内投与療法
脳出血（発症から二時間以内のものに限る。）

高度の医療の提供の実績

（様式第2）



3　その他の高度の医療

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

医療技術名 取扱患者数

当該医療技術の概要

その他の高度医療の種類の合計数

取扱い患者数の合計（人） 0

高度の医療の提供の実績

（注） 1　当該医療機関において高度の医療と判断するものが他にあれば、前年度の実績を記入すること。

（注） 2　医療法施行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医療
を提供する特定機能病院として十以上の診療科名を標榜する病院については、他の医療機関での実施状況を含め、当該
医療技術が極めて先駆的であることについて記入すること（当該医療が先進医療の場合についても記入すること）。

（様式第2）



疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
1 球脊髄性筋萎縮症 8 56 ベーチェット病 59
2 筋萎縮性側索硬化症 31 57 特発性拡張型心筋症 57
3 脊髄性筋萎縮症 1 58 肥大型心筋症 11
4 原発性側索硬化症 2 59 拘束型心筋症 2
5 進行性核上性麻痺 32 60 再生不良性貧血 39
6 パーキンソン病 195 61 自己免疫性溶血性貧血 4
7 大脳皮質基底核変性症 9 62 発作性夜間ヘモグロビン尿症 2
8 ハンチントン病 1 63 免疫性血小板減少症 103
9 神経有棘赤血球症 64 血栓性血小板減少性紫斑病 1
10 シャルコー・マリー・トゥース病 4 65 原発性免疫不全症候群 7
11 重症筋無力症 122 66 IgＡ 腎症 70
12 先天性筋無力症候群 67 多発性嚢胞腎 64
13 多発性硬化症／視神経脊髄炎 52 68 黄色靱帯骨化症 34

14
慢性炎症性脱髄性多発神経炎／

多巣性運動ニューロパチー
28 69 後縦靱帯骨化症 127

15 封入体筋炎 2 70 広範脊柱管狭窄症 6
16 クロウ・深瀬症候群 71 特発性大腿骨頭壊死症 28
17 多系統萎縮症 18 72 下垂体性ADH分泌異常症 19
18 脊髄小脳変性症(多系統萎縮症を除く。) 49 73 下垂体性TSH分泌亢進症
19 ライソゾーム病 10 74 下垂体性PRL分泌亢進症 4
20 副腎白質ジストロフィー 2 75 クッシング病 5
21 ミトコンドリア病 6 76 下垂体性ゴナドトロピン分泌亢進症 2
22 もやもや病 31 77 下垂体性成長ホルモン分泌亢進症 8
23 プリオン病 1 78 下垂体前葉機能低下症 46
24 亜急性硬化性全脳炎 79 家族性高コレステロール血症（ホモ接合体）
25 進行性多巣性白質脳症 80 甲状腺ホルモン不応症
26 HTLV-1関連脊髄症 19 81 先天性副腎皮質酵素欠損症 3
27 特発性基底核石灰化症 82 先天性副腎低形成症
28 全身性アミロイドーシス 17 83 アジソン病
29 ウルリッヒ病 84 サルコイドーシス 67
30 遠位型ミオパチー 85 特発性間質性肺炎 18
31 ベスレムミオパチー 86 肺動脈性肺高血圧症 8
32 自己貪食空胞性ミオパチー 87 肺静脈閉塞症／肺毛細血管腫症
33 シュワルツ・ヤンペル症候群 88 慢性血栓塞栓性肺高血圧症 13
34 神経線維腫症 25 89 リンパ脈管筋腫症 3
35 天疱瘡 16 90 網膜色素変性症 22
36 表皮水疱症 91 バッド・キアリ症候群 1
37 膿疱性乾癬（汎発型） 32 92 特発性門脈圧亢進症
38 スティーヴンス・ジョンソン症候群 2 93 原発性胆汁性胆管炎 35
39 中毒性表皮壊死症 94 原発性硬化性胆管炎 7
40 高安動脈炎 11 95 自己免疫性肝炎 26
41 巨細胞性動脈炎 14 96 クローン病 193
42 結節性多発動脈炎 4 97 潰瘍性大腸炎 423
43 顕微鏡的多発血管炎 57 98 好酸球性消化管疾患 4
44 多発血管炎性肉芽腫症 12 99 慢性特発性偽性腸閉塞症
45 好酸球性多発血管炎性肉芽腫症 29 100 巨大膀胱短小結腸腸管蠕動不全症
46 悪性関節リウマチ 19 101 腸管神経節細胞僅少症
47 バージャー病 2 102 ルビンシュタイン・テイビ症候群
48 原発性抗リン脂質抗体症候群 3 103 CFC症候群
49 全身性エリテマトーデス 284 104 コステロ症候群
50 皮膚筋炎／多発性筋炎 127 105 チャージ症候群
51 全身性強皮症 124 106 クリオピリン関連周期熱症候群
52 混合性結合組織病 43 107 若年性特発性関節炎 3
53 シェーグレン症候群 74 108 TNF受容体関連周期性症候群
54 成人発症スチル病 18 109 非典型溶血性尿毒症症候群 1
55 再発性多発軟骨炎 15 110 ブラウ症候群

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
111 先天性ミオパチー 1 209 完全大血管転位症 2
112 マリネスコ・シェーグレン症候群 210 単心室症 1
113 筋ジストロフィー 17 211 左心低形成症候群
114 非ジストロフィー性ミオトニー症候群 212 三尖弁閉鎖症 1
115 遺伝性周期性四肢麻痺 2 213 心室中隔欠損を伴わない肺動脈閉鎖症
116 アトピー性脊髄炎 1 214 心室中隔欠損を伴う肺動脈閉鎖症
117 脊髄空洞症 2 215 ファロー四徴症 2
118 脊髄髄膜瘤 3 216 両大血管右室起始症

4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

119 アイザックス症候群 217 エプスタイン病
120 遺伝性ジストニア 218 アルポート症候群 1
121 脳内鉄沈着神経変性症 219 ギャロウェイ・モワト症候群
122 脳表ヘモジデリン沈着症 220 急速進行性糸球体腎炎 3
123 ＨＴＲＡ１関連脳小血管病 221 抗糸球体基底膜腎炎

124
皮質下梗塞と白質脳症を伴う常染色体優

性脳動脈症
1 222 一次性ネフローゼ症候群 51

125
神経軸索スフェロイド形成を伴う遺伝性び

まん性白質脳症
223 一次性膜性増殖性糸球体腎炎 1

126 ペリー病 224 紫斑病性腎炎 3
127 前頭側頭葉変性症 1 225 先天性腎性尿崩症
128 ビッカースタッフ脳幹脳炎 1 226 間質性膀胱炎（ハンナ型） 2
129 痙攣重積型（二相性）急性脳症 227 オスラー病 3
130 先天性無痛無汗症 228 閉塞性細気管支炎
131 アレキサンダー病 229 肺胞蛋白症（自己免疫性又は先天性） 2
132 先天性核上性球麻痺 230 肺胞低換気症候群
133 メビウス症候群 231 α1－アンチトリプシン欠乏症
134 中隔視神経形成異常症/ドモルシア症候群 232 カーニー複合 1
135 アイカルディ症候群 233 ウォルフラム症候群

136 片側巨脳症 234
ペルオキシソーム病（副腎白質ジストロ

フィーを除く。）
137 限局性皮質異形成 235 副甲状腺機能低下症 1
138 神経細胞移動異常症 236 偽性副甲状腺機能低下症
139 先天性大脳白質形成不全症 237 副腎皮質刺激ホルモン不応症
140 ドラベ症候群 238 ビタミンＤ抵抗性くる病/骨軟化症 3
141 海馬硬化を伴う内側側頭葉てんかん 239 ビタミンＤ依存性くる病/骨軟化症
142 ミオクロニー欠神てんかん 240 フェニルケトン尿症
143 ミオクロニー脱力発作を伴うてんかん 241 高チロシン血症1型
144 レノックス・ガストー症候群 1 242 高チロシン血症2型
145 ウエスト症候群 243 高チロシン血症3型
146 大田原症候群 244 メープルシロップ尿症
147 早期ミオクロニー脳症 245 プロピオン酸血症
148 遊走性焦点発作を伴う乳児てんかん 246 メチルマロン酸血症
149 片側痙攣・片麻痺・てんかん症候群 247 イソ吉草酸血症
150 環状20番染色体症候群 248 グルコーストランスポーター1欠損症
151 ラスムッセン脳炎 249 グルタル酸血症1型
152 ＰＣＤＨ19関連症候群 250 グルタル酸血症2型
153 難治頻回部分発作重積型急性脳炎 251 尿素サイクル異常症

154
睡眠時棘徐波活性化を示す発達性てんか

ん性脳症及びてんかん性脳症
252 リジン尿性蛋白不耐症

155 ランドウ・クレフナー症候群 253 先天性葉酸吸収不全
156 レット症候群 1 254 ポルフィリン症
157 スタージ・ウェーバー症候群 255 複合カルボキシラーゼ欠損症
158 結節性硬化症 4 256 筋型糖原病 1
159 色素性乾皮症 257 肝型糖原病

160 先天性魚鱗癬 258
ガラクトース－１－リン酸ウリジルトランス

フェラーゼ欠損症

161 家族性良性慢性天疱瘡 2 259
レシチンコレステロールアシルトランスフェ

ラーゼ欠損症
162 類天疱瘡（後天性表皮水疱症を含む。） 19 260 シトステロール血症
163 特発性後天性全身性無汗症 1 261 タンジール病
164 眼皮膚白皮症 262 原発性高カイロミクロン血症 1
165 肥厚性皮膚骨膜症 263 脳腱黄色腫症
166 弾性線維性仮性黄色腫 1 264 無βリポタンパク血症
167 マルファン症候群／ロイス・ディーツ症候群 8 265 脂肪萎縮症
168 エーラス・ダンロス症候群 266 家族性地中海熱 5
169 メンケス病 267 高ＩｇＤ症候群
170 オクシピタル・ホーン症候群 268 中條・西村症候群

171 ウィルソン病 2 269
化膿性無菌性関節炎・壊疽性膿皮症・アク

ネ症候群
172 低ホスファターゼ症 270 慢性再発性多発性骨髄炎
173 VATER症候群 271 強直性脊椎炎 21
174 那須・ハコラ病 272 進行性骨化性線維異形成症
175 ウィーバー症候群 273 肋骨異常を伴う先天性側弯症
176 コフィン・ローリー症候群 274 骨形成不全症 2
177 ジュベール症候群関連疾患 275 タナトフォリック骨異形成症



4　指定難病についての診療

高度の医療の提供の実績
（様式第2）

178 モワット・ウィルソン症候群 276 軟骨無形成症
179 ウィリアムズ症候群 277 リンパ管腫症/ゴーハム病
180 ＡＴＲ－Ｘ症候群 278 巨大リンパ管奇形（頚部顔面病変）

181 クルーゾン症候群 279
巨大静脈奇形（頚部口腔咽頭びまん性病

変）
182 アペール症候群 280 巨大動静脈奇形（頚部顔面又は四肢病変） 2
183 ファイファー症候群 281 クリッペル・トレノネー・ウェーバー症候群
184 アントレー・ビクスラー症候群 282 先天性赤血球形成異常性貧血
185 コフィン・シリス症候群 283 後天性赤芽球癆
186 ロスムンド・トムソン症候群 284 ダイアモンド・ブラックファン貧血
187 歌舞伎症候群 285 ファンコニ貧血
188 多脾症候群 286 遺伝性鉄芽球性貧血
189 無脾症候群 287 エプスタイン症候群
190 鰓耳腎症候群 288 自己免疫性後天性凝固因子欠乏症 4
191 ウェルナー症候群 289 クロンカイト・カナダ症候群 2
192 コケイン症候群 290 非特異性多発性小腸潰瘍症

193 プラダー・ウィリ症候群 1 291
ヒルシュスプルング病（全結腸型又は小腸

型）
194 ソトス症候群 292 総排泄腔外反症
195 ヌーナン症候群 293 総排泄腔遺残 1
196 ヤング・シンプソン症候群 294 先天性横隔膜ヘルニア
197 １p36欠失症候群 295 乳幼児肝巨大血管腫
198 ４p欠失症候群 296 胆道閉鎖症
199 ５p欠失症候群 297 アラジール症候群
200 第14番染色体父親性ダイソミー症候群 298 遺伝性膵炎
201 アンジェルマン症候群 299 嚢胞性線維症
202 スミス・マギニス症候群 300 ＩｇＧ４関連疾患 63
203 22q11.2欠失症候群 301 黄斑ジストロフィー 1
204 エマヌエル症候群 302 レーベル遺伝性視神経症
205 脆弱Ｘ症候群関連疾患 303 アッシャー症候群
206 脆弱X症候群 304 若年発症型両側性感音難聴 1
207 総動脈幹遺残症 305 遅発性内リンパ水腫
208 修正大血管転位症 306 好酸球性副鼻腔炎 138

疾　　　患　　　名 患者数 疾　　　患　　　名 患者数
307 カナバン病 331 特発性多中心性キャッスルマン病 6
308 進行性白質脳症 332 膠様滴状角膜ジストロフィー
309 進行性ミオクローヌスてんかん 333 ハッチンソン・ギルフォード症候群
310 先天異常症候群 334 脳クレアチン欠乏症候群
311 先天性三尖弁狭窄症 1 335 ネフロン癆
312 先天性僧帽弁狭窄症 336 家族性低βリポタンパク血症1（ホモ接合
313 先天性肺静脈狭窄症 337 ホモシスチン尿症 1
314 左肺動脈右肺動脈起始症 338 進行性家族性肝内胆汁うっ滞症

315
ネイルパテラ症候群（爪膝蓋骨症候群）／

ＬＭＸ１Ｂ関連腎症
339 ＭＥＣＰ２重複症候群

321 非ケトーシス型高グリシン血症 340
線毛機能不全症候群（カルタゲナー症候群

を含む。）
322 β―ケトチオラーゼ欠損症 341 ＴＲＰＶ４異常症
323 芳香族L－アミノ酸脱炭酸酵素欠損症
324 メチルグルタコン酸尿症
325 遺伝性自己炎症疾患
326 大理石骨病

327
特発性血栓症（遺伝性血栓性素因によるも

のに限る。）
2

328 前眼部形成異常
329 無虹彩症
330 先天性気管狭窄症／先天性声門下狭窄症 1

（注）　「患者数」欄には、前年度の年間実患者数を記入すること。

疾患数 132
合計患者数（人） 3475



5　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（基本診療料）

　・指導強化加算（注2）

　・小児緩和ケア診療加算 　・早期栄養介入管理加算（注9）

　・精神科リエゾンチーム加算 　・特定集中治療室管理料２

　・摂食障害入院医療管理加算 　・新生児特定集中治療室重症児対応体制強化管理料

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・医療DX推進体制整備加算

　・地域歯科診療支援病院歯科初診料

　・歯科外来診療医療安全対策加算2

　・歯科外来診療感染対策加算４

　・特定機能病院入院基本料

　・入院栄養管理体制加算（注11）

　・救急医療管理加算

　・超急性期脳卒中加算

　・診療録管理体制加算１

　・医師事務作業補助体制加算１のイ　15対1

　・急性期看護補助体制加算１　25対1（看護補助者5割以上）

　・夜間100対1急性期看護補助体制加算

　・病棟薬剤業務実施加算２

　・データ提出加算

　・入退院支援加算

　・緩和ケア診療加算

　・リハビリテーション・栄養・口腔連携体制加算

　・栄養サポートチーム加算

　・看護補助体制充実加算②（注4）

　・看護職員夜間配置加算１のイ　12対1

　・療養環境加算

　・重症者等療養環境特別加算

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算

　・ハイリスク妊娠管理加算

　・ハイリスク分娩管理加算

　・呼吸ケアチーム加算

　・後発医薬品使用体制加算１

　・病棟薬剤業務実施加算１

　・入院時支援加算２

　・認知症ケア加算

　・せん妄ハイリスク患者ケア加算

　・精神疾患診療体制加算

　・精神疾患診療体制加算

　・排尿自立支援加算

　・地域医療体制確保加算

　・救命救急入院料１

　・救命救急入院料４

　・精神疾患診断治療初回加算（イを算定する場合に限る。）
（注2）

　・早期離床ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ加算（救命救急入院料の注８）

　・早期離床ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ加算（ﾊｲｹｱﾕﾆｯﾄ入院医療管理料
の注３ ）

　・無菌治療室管理加算１

　・無菌治療室管理加算２

　・総合周産期特定集中治療室管理料

　・小児入院医療管理料１

　・医療安全対策加算１

　・感染対策向上加算１ 　・新生児治療回復室入院医療管理料

（様式第2）



　・患者サポート体制充実加算

　・報告書管理体制加算

　・無菌治療管理加算２ （注5）

　・養育支援体制加算（注7）

　・褥瘡ハイリスク患者ケア加算 　・短期滞在手術等基本料１



6　届出が受理されている診療報酬制度における施設基準等（特掲診療料）

　・がん性疼痛緩和指導管理料 　・鏡視下喉頭悪性腫瘍手術

　・がん患者指導管理料イ

高度の医療の提供の実績

　・糖尿病合併症管理料
　・鏡視下咽頭悪性腫瘍手術（軟口蓋悪性腫瘍手術を含
む。）

施　設　基　準　の　種　類 施　設　基　準　の　種　類

　・外来栄養食事指導料（注３） 　・耳管用補綴材挿入術

　・遠隔モニタリング加算（ペースメーカー指導管理料）
　・内視鏡下鼻・副鼻腔手術Ⅴ型（拡大副鼻腔手術）及び経
鼻内視鏡下鼻副鼻腔悪性腫瘍手術（頭蓋底郭清、再建を伴
うものに限る。）

　・頭頸部悪性腫瘍光線力学療法

　・がん患者指導管理料ハ
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算１及びセンチネルリンパ
節生検（併用）

　・がん患者指導管理料ロ
　・乳腺腫瘍画像ガイド下吸引術（一連につき）（ＭＲＩによるも
の）

　・がん患者指導管理料ニ
　・乳癌センチネルリンパ節生検加算２及びセンチネルリンパ
節生検（単独）

　・移植後患者指導管理料（臓器移植後） 　・ゲル充填人工乳房を用いた乳房再建術（乳房切除後）

　・外来緩和ケア管理料
　・乳腺悪性腫瘍手術（乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴
わないもの）及び乳輪温存乳房切除術（腋窩郭清を伴うも
の））

　・移植後患者指導管理料（造血幹細胞移植後）
　・肺悪性腫瘍手術（壁側・臓側胸膜全切除（横隔膜、心膜合
併切除を伴うもの）に限る。）

　・小児運動器疾患指導管理料
　・胸腔鏡下食道悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・糖尿病透析予防指導管理料 　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（気管支形成を伴う肺切除）

　・乳腺炎重症化予防ケア・指導料

　・食道縫合術（穿孔、損傷）（内視鏡によるもの）、内視鏡下
胃・十二指腸穿孔瘻孔閉鎖術、胃瘻閉鎖術（内視鏡によるも
の）、小腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、結腸瘻閉鎖術（内視
鏡によるもの）、腎（腎盂）腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、尿
管腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）、膀胱腸瘻閉鎖術（内視鏡
によるもの）及び腟腸瘻閉鎖術（内視鏡によるもの）

　・腎代替療法指導管理料 　・胸腔鏡下弁形成術・弁置換術

　・婦人科特定疾患治療管理料 　・経皮的冠動脈形成術（特殊カテーテルによるもの）

　・一般不妊治療管理料
　・経カテーテル弁置換術（経心尖大動脈弁置換術及び経皮
的大動脈弁置換術）

　・二次性骨折予防継続管理料１ 　・不整脈手術左心耳閉鎖術（胸腔鏡下によるもの）

　・生殖補助医療管理料１ 　・経皮的僧帽弁クリップ術

　・二次性骨折予防継続管理料３ 　・経皮的中隔心筋焼灼術

　・連携充実加算
　・両心室ペースメーカー移植術及び両心室ペースメーカー
交換術（経静脈電極の場合）

　・外来腫瘍化学療法診療料１
　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術（リードレ
スペースメーカー）

　・外来放射線照射診療料 　・ペースメーカー移植術及びペースメーカー交換術

（様式第2）



　・国際標準検査管理加算 　・腹腔鏡下膵中央切除術

　・ウイルス・細菌核酸多項目同時検出 　・腹腔鏡下膵腫瘍摘出術

　・検体検査管理加算（Ⅰ） 　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術

　・検体検査管理加算（Ⅳ）
　・腹腔鏡下膵体尾部腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）

　・先天性代謝異常症検査 　・腹腔鏡下胆道閉鎖症手術

　・抗ＨＬＡ抗体（スクリーニング検査）及び抗ＨＬＡ抗体（抗体
特異性同定検査）

　・生体部分肝移植術

　・ＨＰＶ核酸検出及びＨＰＶ核酸検出（簡易ジェノタイプ判
定）

　・体外衝撃波膵石破砕術

　・骨髄微小残存病変量測定 　・体外衝撃波胆石破砕術

　・ＢＲＣＡ１／２遺伝子検査 　・腹腔鏡下肝切除術

　・がんゲノムプロファイリング検査
　・腹腔鏡下肝切除術（内視鏡手術用支援機器を用いる場
合）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動しな
い持続血糖測定器を用いる場合

　・腹腔鏡下総胆管拡張症手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・遺伝学的検査 　・腹腔鏡下胆嚢悪性腫瘍手術（胆嚢床切除を伴うもの）

　・染色体検査の注２に規定する基準
　・胆管悪性腫瘍手術（膵頭十二指腸切除及び肝切除（葉以
上）を伴うものに限る。）

　・遠隔モニタリング加算（在宅持続陽圧呼吸療法指導管理
料）

　・腹腔鏡下胃全摘術（単純全摘術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃全摘術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・在宅腫瘍治療電場療法指導管理料 　・腹腔鏡下胃縮小術（スリーブ状切除によるもの）

　・持続血糖測定器加算（間歇注入シリンジポンプと連動する
持続血糖測定器を用いる場合）

　・バルーン閉塞下逆行性経静脈的塞栓術

　・歯科治療時医療管理料
　・腹腔鏡下十二指腸局所切除術（内視鏡処置を併施するも
の）

　・禁煙治療補助システム指導管理加算
　・腹腔鏡下胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支援機器
を用いる場合））及び腹腔鏡下胃切除術（悪性腫瘍手術（内
視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・在宅患者訪問看護・指導料及び同一建物居住者訪問看
護・指導料の注２

　・腹腔鏡下噴門側胃切除術（単純切除術（内視鏡手術用支
援機器を用いる場合））及び腹腔鏡下噴門側胃切除術（悪性
腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用いるもの））

　・地域連携診療計画加算 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（傍大動脈）

　・医療機器安全管理料１ 　・腹腔鏡下リンパ節群郭清術（側方）

　・医療機器安全管理料２ 　・内視鏡的逆流防止粘膜切除術

　・肝炎インターフェロン治療計画料 　・経皮的循環補助法（ポンプカテーテルを用いたもの）

　・薬剤管理指導料 　・経皮的下肢動脈形成術

　・外来排尿自立指導料 　・大動脈バルーンパンピング法（ＩＡＢＰ法）

　・ニコチン依存症管理料
　・植込型除細動器移植術（経静脈リードを用いるもの又は皮
下植込型リードを用いるもの）、植込型除細動器交換術（その
他のもの）及び経静脈電極抜去術

　・がん治療連携計画策定料
　・両室ペーシング機能付き植込型除細動器移植術（経静脈
電極の場合）及び両室ペーシング機能付き植込型除細動器
交換術（経静脈電極の場合）



　・抗悪性腫瘍剤処方管理加算 　・体外式膜型人工肺管理料

　・乳房ＭＲＩ撮影加算 　・胎児胸腔・羊水腔シャント術

　・頭部ＭＲＩ撮影加算 　・無心体双胎焼灼術（一連につき）

　・全身ＭＲＩ撮影加算 　・胎児輸血術（一連につき）及び臍帯穿刺

　・血流予備量比コンピューター断層撮影 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮頸がんに限る。）

　・外傷全身ＣＴ加算 　・腹腔鏡下子宮瘢痕部修復術

　・心臓ＭＲＩ撮影加算 　・内視鏡的胎盤吻合血管レーザー焼灼術

　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影
　・腹腔鏡下仙骨腟固定術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・ＣＴ撮影及びＭＲＩ撮影
　・腹腔鏡下腟式子宮全摘術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・冠動脈ＣＴ撮影加算 　・腹腔鏡下子宮悪性腫瘍手術（子宮体がんに限る。）

　・ＣＴ透視下気管支鏡検査加算 　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術

　・画像診断管理加算４
　・腹腔鏡下前立腺悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を
用いるもの）

　・ポジトロン断層撮影 　・腹腔鏡下仙骨腟固定術

　・コンタクトレンズ検査料１ 　・人工尿道括約筋植込・置換術

　・内服・点滴誘発試験
　・膀胱頸部形成術（膀胱頸部吊上術以外）、埋没陰茎手術
及び陰嚢水腫手術（鼠径部切開によるもの）

　・センチネルリンパ節生検（片側） 　・精巣内精子採取術

　・黄斑局所網膜電図
　・膀胱水圧拡張術及びハンナ型間質性膀胱炎手術（経尿
道）

　・全視野精密網膜電図 　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術

　・ロービジョン検査判断料
　・腹腔鏡下膀胱悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・脳波検査判断料１
　・腹腔鏡下腎盂形成手術（内視鏡手術用支援機器を用いる
場合）

　・神経学的検査 　・同種死体腎移植術

　・補聴器適合検査 　・生体腎移植術

　・ヘッドアップティルト試験 　・体外衝撃波腎・尿管結石破砕術

　・皮下連続式グルコース測定 　・腎腫瘍凝固・焼灼術（冷凍凝固によるもの）

　・長期継続頭蓋内脳波検査
　・腹腔鏡下腎悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用い
るもの）及び腹腔鏡下尿管悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援
機器を用いるもの）

　・心臓カテーテル法による諸検査の血管内視鏡検査加算
　・腹腔鏡下副腎摘出術（内視鏡手術用支援機器を用いるも
の）及び腹腔鏡下副腎髄質腫瘍摘出術（褐色細胞腫）（内視
鏡手術用支援機器を用いるもの）

　・時間内歩行試験及びシャトルウォーキングテスト 　・内視鏡的小腸ポリープ切除術

　・胎児心エコー法
　・腹腔鏡下直腸切除・切断術（切除術、低位前方切除術及
び切断術に限る。）（内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・遺伝カウンセリング加算 　・早期悪性腫瘍大腸粘膜下層剥離術

　・遺伝性腫瘍カウンセリング加算
　・腹腔鏡下結腸悪性腫瘍切除術（内視鏡手術用支援機器を
用いる場合）



　・皮膚移植術（死体） 　・クラウン・ブリッジ維持管理料

　・自家脂肪注入 　・腎悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・手術用顕微鏡加算 　・保険医療機関間の連携による病理診断

　・ＣＡＤ／ＣＡＭ冠及びＣＡＤ／ＣＡＭインレー 　・病理診断管理加算

　・皮膚悪性腫瘍センチネルリンパ節生検加算 　・悪性腫瘍病理組織標本加算

　・下肢末梢動脈疾患指導管理加算 　・定位放射線治療

　・難治性高コレステロール血症に伴う重度尿蛋白を呈する糖
尿病性腎症に対するＬＤＬアフェレシス療法

　・定位放射線治療呼吸性移動対策加算

　・移植後抗体関連型拒絶反応治療における血漿交換療法 　・画像誘導密封小線源治療加算

　・導入期加算２及び腎代替療法実績加算 　・強度変調放射線治療（ＩＭＲＴ)

　・透析液水質確保加算及び慢性維持透析濾過加算 　・画像誘導放射線治療加算  （ＩＧＲＴ）

　・導入期加算３及び腎代替療法実績加算 　・体外照射呼吸性移動対策加算

　・エタノールの局所注入（副甲状腺） 　・外来放射線治療加算

　・人工腎臓 　・高エネルギー放射線治療

　・導入期加算１ 　・一回線量増加加算

　・多血小板血漿処置 　・麻酔管理料(Ⅰ)

　・硬膜外自家血注入 　・麻酔管理料（Ⅱ）

　・エタノールの局所注入（甲状腺） 　・放射線治療専任加算

　・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の
時間外加算１

　・広範囲顎骨支持型装置埋入手術

　・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の
深夜加算１

　・歯根端切除手術の注３

　・静脈圧迫処置（慢性静脈不全に対するもの） 　・レーザー機器加算

　・認知療法・認知行動療法１ 　・自己生体組織接着剤作成術

　・抗精神病特定薬剤治療指導管理料（治療抵抗性統合失
調症治療指導管理料に限る。）

　・同種クリオプレシピテート作製術

　・医科点数表第２章第９部処置の通則の５に掲げる処置の
休日加算１

　・人工肛門・人工膀胱造設術前処置加算

　・呼吸器リハビリテーション料（Ⅰ） 　・医科点数表第２章第10部手術の通則の16に掲げる手術

　・がん患者リハビリテーション料 　・輸血管理料Ⅰ

　・歯科口腔リハビリテーション料２ 　・輸血適正使用加算

　・心大血管疾患リハビリテーション料（Ⅰ）
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
休日加算１

　・脳血管疾患等リハビリテーション料（Ⅰ）
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
時間外加算１

　・運動器リハビリテーション料（Ⅰ）
　・医科点数表第２章第10部手術の通則の12に掲げる手術の
深夜加算１

　・外来化学療法加算１
　・胃瘻造設術（内視鏡下胃瘻造設術、腹腔鏡下胃瘻造設術
を含む。）

　・無菌製剤処理料 　・医科点数表第２章第10部手術の通則の19に掲げる手術



　・人工中耳植込術 　・入院ベースアップ評価料６４

　・植込型骨導補聴器（直接振動型）植込術、人工内耳植込
術、植込型骨導補聴器移植術及び植込型骨導補聴器交換
術

　・緑内障手術（濾過胞再建術（needle法）） 　・看護職員処遇改善評価料５８

　・網膜再建術 　・外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・経外耳道的内視鏡下鼓室形成術 　・歯科外来・在宅ベースアップ評価料（Ⅰ）

　・羊膜移植術 　・緊急穿頭血腫除去術

　・緑内障手術（緑内障治療用インプラント挿入術（プレートの
あるもの））

　・乳腺悪性腫瘍ラジオ波焼灼療法

　・緑内障手術（緑内障手術（流出路再建術（眼内法）及び水
晶体再建術併用眼内ドレーン挿入術）

　・胸腔鏡下肺切除術（区域切除及び肺葉切除術又は１肺葉
を超えるもので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・舌下神経電気刺激装置植込術
　・ポジトロン断層撮影（アミロイドPETイメージング剤を用いた
場合に限る。）

　・角結膜悪性腫瘍切除術
　・ポジトロン断層・コンピューター断層複合撮影（アミロイド
PETイメージング剤を用いた場合に限る。）

　・角膜移植術（内皮移植加算）
　・骨悪性腫瘍、類骨骨腫及び四肢軟部腫瘍ラジオ波焼灼療
法

　・脊髄刺激装置植込術及び脊髄刺激装置交換術
　・外来腫瘍化学療法診療料の注９に規定するがん薬物療法
体制充実加算

　・癒着性脊髄くも膜炎手術（脊髄くも膜剥離操作を行うもの） 　・プログラム医療機器等指導管理料

　・仙骨神経刺激装置植込術及び仙骨神経刺激装置交換術
（過活動膀胱）

　・経頸静脈的肝生検

　・内視鏡下脳腫瘍生検術及び内視鏡下脳腫瘍摘出術
　・前立腺針生検法（ＭＲＩ撮影及び超音波検査融合画像によ
るもの）

　・頭蓋骨形成手術（骨移動を伴うものに限る。）
　・がん性疼痛緩和指導管理料の注２に規定する難治性がん
性疼痛緩和指導管理加算

　・脳刺激装置植込術（頭蓋内電極植込術を含む。）及び脳
刺激装置交換術

　・慢性腎臓病透析予防指導管理料

　・椎間板内酵素注入療法
　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（肺葉切除又は１肺葉を超えるも
ので内視鏡手術用支援機器を用いる場合）

　・脳腫瘍覚醒下マッピング加算
　・胸腔鏡下拡大胸腺摘出術（内視鏡手術用支援機器を用い
る場合）

　・原発性悪性脳腫瘍光線力学療法加算 　・コーディネート体制充実加算

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（同種骨移植（非生体）
（同種骨移植（特殊なものに限る。）））

　・胸腔鏡下肺悪性腫瘍手術（区域切除で内視鏡手術用支
援機器を用いる場合）

　・骨移植術（軟骨移植術を含む。）（自家培養軟骨移植術に
限る。）

　・胸腔鏡下縦隔悪性腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・後縦靱帯骨化症手術（前方進入によるもの）
　・胸腔鏡下良性縦隔腫瘍手術（内視鏡手術用支援機器を用
いる場合）

　・組織拡張器による再建手術（一連につき）（乳房（再建手
術）の場合に限る。）

　・肺悪性腫瘍及び胸腔内軟部腫瘍ラジオ波焼灼療法



7　診療報酬の算定方法に先進医療から採り入れられた医療技術

8　病理・臨床検査部門の概要

１．臨床検査部門と病理診断部門は別々である。

２．臨床検査部門と病理診断部門は同一部門にまとめられている。

剖検症例数（例） 16例

剖検率（％） 2%

　 (注）2 　「症例検討会の開催頻度」及び「剖検の状況」欄には、前年度の実績を記入すること。

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

高度の医療の提供の実績

施　設　基　準　等　の　種　類 施　設　基　準　等　の　種　類

　・ 　・

　・

　・

　・

　・ 　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・

　・ 　・

(注) 1　特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入しなくともよいこと。
(注) 2　「施設基準等の種類」欄には、特定機能病院の名称の承認申請又は業務報告を行う３年前の４月以降に、診療報酬の算定
方法(平成二○年厚生労働省告示第五九号)に先進医療（当該病院において提供していたものに限る。）から採り入れられた医療技
術について記入すること。

臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況

　・

　・

　・

(注）1 　「臨床検査及び病理診断を実施する部門の状況」欄については、選択肢の１・２どちらかを選択する（○で囲む等）こと。

臨床部門が病理診断部門或いは臨床検査部門と開催
した症例検討会の開催頻度

180

　・

　・

剖　検　の　状　況

（様式第2）



1  研究費補助等の実績

金   額

1,430,000
補
委

1,950,000
補
委

1,950,000
補
委

2,210,000
補
委

650,000
補
委

2,470,000
補
委

2,340,000
補
委

1,560,000
補
委

2,340,000
補
委

1,690,000
補
委

1,690,000
補
委

1,430,000
補
委

1,430,000
補
委

3,250,000
補
委

1,690,000
補
委

1,690,000
補
委

2,210,000
補
委

1,690,000
補
委

1,950,000
補
委

1,560,000
補
委

390,000
補
委

260,000
補
委

1,820,000
補
委

650,000
補
委

130,000
補
委

910,000
補
委

910,000
補
委

520,000
補
委

650,000
補
委

1,300,000
補
委

650,000
補
委

1,560,000
補
委

組織表現型に基づいた腎癌オルガノイドの樹立と新規治療
戦略の創出 吉田　崇 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

遺伝性乳癌卵巣癌症候群の乳癌発症機構の解明を基軸とし
た予防的乳房切除の指標確立 矢内　洋次 乳腺外科学講座

日本学術振興
会科研費

膵癌腹膜播種における新規ターゲットに対する光免疫療法
の開発 橋本　大輔 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

CT透視ガイド下穿刺を姿勢制御技術を搭載したデバイスで
補助する研究 中谷　幸 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

位相差顕微鏡ならびに蛍光細胞染色を用いた迅速細胞診の
精度向上への試み 蔦　幸治 病理学講座

日本学術振興
会科研費

PMEAコーティングの生体内長期抗菌効果の証明
小野　泰之 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

ヒト脂肪幹細胞の陰圧負荷培養を応用した創傷治癒・血管
新生効果の解明と応用 覚道　奈津子 形成外科学講座

日本学術振興
会科研費

リンパ還流障害の中枢に画像ガイド下でリンパ管-静脈バイ
パスを作成する動物実験 丸山　拓士 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

精神分析的精神療法は自閉スペクトラム症患者のミラー
ニューロンシステムを補強するか 齊藤　幸子 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

起立性調節障害児のデコンディショニングに対するトレー
ニングプログラムの開発 石崎　優子 小児科学講座

日本学術振興
会科研費

オミックスと長期評価による適切なゴールを目指す気分障
害の革新的治療の基盤構築 加藤　正樹 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

麻痺肢推進力を伴う歩きを片麻痺患者自身に選択させる足
関節機能再建の方略 田口　周 リハビリテーション医学講座

日本学術振興
会科研費

蛋白付着抑制コートはバイオフィルム形成を阻止しカテー
テルへの細菌付着を妨げるか？ 狩谷　秀治 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

研 究 課 題 名 研究者氏名 所  属部  門
補助元又は委託

元
慢性疼痛患者の人格特性が治療予後に与える影響の検討

水野　泰行 心療内科学講座
日本学術振興

会科研費

MSI-H/dMMR大腸癌に対する術前PD-1阻害薬のマルチオミク
ス解析による治療効果予測 渡邉　純 下部消化管外科学講座

日本学術振興
会科研費

オキサリプラチンの至適投与法に関する研究
金井　雅史 がんセンター

日本学術振興
会科研費

次世代緩和的小線源治療の確立のための新型国産HDR-RALS
の開発の検討 吉田　謙 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

小児のステロイド抵抗性ネフローゼ症候群における腸内細
菌叢の乱れと新規治療薬開発 山内　壮作 小児科学講座

日本学術振興
会科研費

膵癌における一塩基多型と細菌叢プロファイルの関係性の
解明 中山　新士 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費

人工知能による急性心筋梗塞前駆病変の自動診断技術の開
発 藤井　健一 内科学第二講座

日本学術振興
会科研費

治療抵抗性肝細胞癌に対する抗癌剤内包型ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝ修飾ﾘﾎﾟ
ｿｰﾑを用いた新規治療法開発 海堀　昌樹 肝臓外科学講座

日本学術振興
会科研費

食道癌集学的治療における新規支持療法の開発
山崎　誠 上部消化管外科学講座

日本学術振興
会科研費

麻酔中の脳波モニタリングを元にした鎮痛制御法の開発
萩平　哲 麻酔科学講座

日本学術振興
会科研費

院外心停止症例に対するアドレナリン静脈投与又は骨髄投
与の生存転帰に関する比較検討 梶野　健太郎 救急医学講座

日本学術振興
会科研費

遺伝的修飾効果による二分脊椎発症メカニズムの解明
武田　純一 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

脊髄髄膜瘤の病態発生の分子遺伝学的解明
磯崎　春菜 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

筋層非浸潤性尿路上皮癌に対する次世代光免疫療法を用い
た革新的非観血治療法の開発 木下　秀文 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

HELLP症候群における補体制御因子の遺伝子変化の探索研究
森川　守 産科学・婦人科学講座

日本学術振興
会科研費

卵巣内低酸素における細胞老化の機序解明と新規治療基盤
の構築 西垣　明実 産科学・婦人科学講座

日本学術振興
会科研費

緑内障における全身のdysbiosisの解明とラクトフェリンに
よる新規治療の開発 佐々木　香る 眼科学講座

日本学術振興
会科研費

正常な表情発現のための顔面表情筋の複合的作用機序の解
明 益岡　弘 形成外科学講座

日本学術振興
会科研費

リアルワールドデータを用いたCOVID-19におけるECMO治療
の予後、費用効果分析 梅垣　岳志 麻酔科学講座

日本学術振興
会科研費

（様式第3）



1,950,000
補
委

1,300,000
補
委

130,000
補
委

910,000
補
委

130,000
補
委

910,000
補
委

1,820,000
補
委

1,300,000
補
委

1,430,000
補
委

1,300,000
補
委

1,040,000
補
委

1,430,000
補
委

1,430,000
補
委

780,000
補
委

1,690,000
補
委

1,300,000
補
委

130,000
補
委

780,000
補
委

1,300,000
補
委

1,430,000
補
委

1,300,000
補
委

1,560,000
補
委

1,170,000
補
委

1,820,000
補
委

1,170,000
補
委

780,000
補
委

1,690,000
補
委

1,430,000
補
委

1,950,000
補
委

1,820,000
補
委

1,950,000
補
委

1,300,000
補
委

1,430,000
補
委

1,560,000
補
委

1,430,000
補
委

1,170,000
補
委

二分脊椎症の責任遺伝子の同定
埜中　正博 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

ヒト難治性敗血症に対するインターロイキン受容体の制御
を標的とした核酸医薬の開発 北出　浩章 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

がん幹細胞を標的とした転移性脳腫瘍の治療薬の開発
吉村　晋一 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

Augmented Reality技術を応用した脊髄幹麻酔のための穿刺
針ガイドシステムの開発研究 吉田　敬之 麻酔科学講座

日本学術振興
会科研費

iNOSを標的とした機能付加型核酸医薬による難治性敗血症
の攻略 柳田　英佐 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

精密医療実現に向けたゲノム・オミックス情報に基づく心
大動脈疾患の分子病態研究 岡田　隆之 心臓血管外科学講座

日本学術振興
会科研費

糖鎖抗原MECA-79に着目した肺腺がん高悪性度化メカニズム
の解明 齊藤　朋人 呼吸器外科学講座

日本学術振興
会科研費

胆道がんに対するEphA2を標的とした抗体医薬の開発ー光感
受物質と核酸医薬の融合ー 中竹　利知 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

NRF2/Keap1経路に着目した膵癌予後因子アディポフィリン
発現機序の解明 山木　壮 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

ヒルシュスプルング病におけるパネート細胞による腸管免
疫についての検証 中村　弘樹 小児外科学講座

日本学術振興
会科研費

抗癌剤内包型ﾌﾀﾛｼｱﾆﾝ修飾ﾘﾎﾟｿｰﾑを用いた治療抵抗性胆管癌
に対する新規治療法開発 松井　康輔 肝臓外科学講座

日本学術振興
会科研費

オミックス解析・単一細胞解析情報を統合した原発性胆汁
性胆管炎の新規治療戦略の樹立 下田　慎治 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費

細胞外小胞を応用した肥満糖尿病の新規治療戦略の開発
入江　潤一郎 内科学第二講座

日本学術振興
会科研費

肝細胞癌に対する複合免疫療法の効果を予測する新規イ
メージングバイオマーカー探求 鶴崎　正勝 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

細胞老化の蓄積解除から切り開く新規肝疾患治療法の基盤
開発 山口　隆志 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費

グリオーマの浸潤を標的としたバイオマーカーの確立
山村　奈津美 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

放射線医療ドメイン特化型の大規模言語モデルの開発
武川　英樹 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

外来化学療法中の進行・再発がん患者の包括的がんリハビ
リテーションプログラムの開発 勝島　詩恵 呼吸器腫瘍内科学講座

日本学術振興
会科研費

不眠障害に対する振動覚を用いた個人特有の在宅共鳴呼吸
法の確立と機序の解明 蓮尾　英明 心療内科学講座

日本学術振興
会科研費

LTBP2遺伝子欠損マウスに外的刺激アドオンによる落屑症候
群モデルマウスの作成 盛　秀嗣 眼科学講座

日本学術振興
会科研費

遺伝性乳癌卵巣癌患者のリスク低減乳房切除術とQOLの関連
検討 佐藤　智佳 産科学・婦人科学講座

日本学術振興
会科研費

同所性同種膀胱癌モデルマウスを用いた免疫チェックポイ
ント阻害剤感受性因子の解明 佐野　剛視 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

骨髄細胞接種による老人性難聴予防の検討
岩井　大 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

日本学術振興
会科研費

AMPA受容体をターゲットとしたグリオーマの創薬基盤
李　強 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

脊椎脊髄術中神経生理モニタリングの精度の向上に関する
研究 安藤　宗治 整形外科学講座

日本学術振興
会科研費

敗血症ショックに対するチアゾリン類恐怖臭物質を利用し
た新たな循環管理法の開発 鍬方　安行 救急医学講座

日本学術振興
会科研費

腸管虚血再灌流障害の軽減のための薬剤・チアゾリン類恐
怖臭の効果の検討 室谷　卓 救急医学講座

日本学術振興
会科研費

肝胆膵癌に対する高侵襲手術におけるせん妄の病態探求お
よび術後経過との関連性の検討 舩槻　紀也 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

光免疫療法による腹膜播種膵癌に対する新規治療法の確立
里井　壯平 胆膵外科学講座

日本学術振興
会科研費

蛋白翻訳プロセスから探る腎と神経発達障害の分子機構
塚口　裕康 内科学第二講座

日本学術振興
会科研費

セマフォリン4Aから迫る移植後大量エンドキサン療法最適
化のための基礎的研究 佐竹　敦志 内科学第一講座

日本学術振興
会科研費

積極的骨転移診療に向けた放射線治療適応スコアの開発
中村　聡明 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

根治不能肝細胞癌に対するEphA2遺伝子を標的とした新規核
酸医薬の開発 石崎　守彦 肝臓外科学講座

日本学術振興
会科研費

樹状細胞をターゲットにした、JAK阻害の有効性と副次反応
の一元的機序解明 伊藤　量基 内科学第一講座

日本学術振興
会科研費

緊張病の分子生物学的病態解明を目指した横断/縦断研究
嶽北　佳輝 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

腫瘍性膵嚢胞および膵癌の発癌早期予測を可能にする新規
バイオマーカーの開発の研究 島谷　昌明 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費
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空間トランスクリプトーム解析による前立腺癌導管内浸潤
マーカーの同定と機能解析 池田　純一 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

肺がんにおける下気道細菌叢が免疫チェックポイント阻害
剤効果に及ぼす影響の解明 竹安　優貴 呼吸器腫瘍内科学講座

日本学術振興
会科研費

ガレクチン１とS100A8の時空的発現不均衡からみた好酸球
性副鼻腔炎への新規創薬 尹　泰貴 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

日本学術振興
会科研費

看護師が行う超音波画像診断装置を用いたGastric outlet
obstruction評価方法の開発 佐久間　博子 心療内科学講座

日本学術振興
会科研費

浸潤突起に着目した大腸直腸癌の予後不良因子"粘液腫状間
質"形成メカニズムの解明 小林　壽範 下部消化管外科学講座

日本学術振興
会科研費

開放骨折症例での迅速感染症診断を可能にする超小型シー
クエンスシステムの確立 尾上　敦規 救急医学講座

日本学術振興
会科研費

SGLT2阻害剤の免疫細胞への影響と心不全予後を改善するメ
カニズムの解明 堀谷　啓太 内科学第二講座

日本学術振興
会科研費

ある脱ユビキチン化酵素が標的とする転写因子の探索を通
した赤血球造血機構の解明 大町　太一 小児科学講座

日本学術振興
会科研費

神経内科学講座
日本学術振興

会科研費

Dual energy CTに基づくエネルギー特異的Radiomics解析：
頭頸部癌予後予測モデル開発 小池　優平 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

神経栄養因子NRG1を標的とした脳アミロイドアンギオパ
チーの病態解明と治療薬の探索 村上　綾 神経内科学講座

日本学術振興
会科研費

セロトニン系を標的とした新規治療法開発に資するレボド
パ誘発性ジスキネジア病態解明 峠　理絵

膵管内乳頭粘液性腫瘍に対する制御性T細胞を中心とした新
規バイオマーカーの探索 伊藤　嵩志 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費

口腔腫瘍性病変表層に特異的に発現する新規分化関連タン
パク質の発現と作用機序の解析 野田　百合 病理学講座

日本学術振興
会科研費

フォーカシングの精神科領域臨床応用のための無作為化比
較試験：うつ病とQOL 越川　陽介 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

ECTにおけるけいれん発作の成否を包括的に定量化するレジ
ストリ研究とその検証 青木　宣篤 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

SCIM SR の日本語版の作成と妥当性の検討
竹内　翔 リハビリテーション医学講座

日本学術振興
会科研費

悪性腫瘍に対する新たな放射線塞栓療法の開発
河野　由美子 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

ナトリウムヨウ素共輸送体の機能亢進と腫瘍血管正常化に
よるI-131抵抗性の克服 鈴木　健介 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

日本学術振興
会科研費

イヤホン型センサの臨床応用へ向けた嚥下の鑑別と嚥下障
害の特徴把握 吉本　拓登 健康科学センター

日本学術振興
会科研費

プロゲステロンの妊娠子宮における"非ゲノム作用"の下流
シグナルの解明 吉田　彩 産科学・婦人科学講座

日本学術振興
会科研費

臨床応用を目指した骨髄移植による加齢性難聴の予防法と
その機序の検討 三谷　彰俊 耳鼻咽喉科・頭頸部外科学講座

日本学術振興
会科研費

チアゾリン類恐怖臭による肝切除後敗血症・肝不全に対す
る生命保護効果の検討 松島　英之 肝臓外科学講座

日本学術振興
会科研費

難治性脳形成障害の新規治療法の開発に向けた疾患発症メ
カニズムの原因解明 小森　裕美子 脳神経外科学講座

日本学術振興
会科研費

小細胞肺癌オルガノイドを用いた癌免疫再現系における免
疫環境解析 山中　雄太 呼吸器腫瘍内科学講座

日本学術振興
会科研費

腎糸球体硬化に関わる細胞骨格制御のネットワークの解明
上田　啓子 内科学第二講座

日本学術振興
会科研費

先天性ネフローゼ症候群における免疫抑制薬作用機序の解
明：ヒトiPS細胞を用いた検討 保田　真宏 小児科学講座

日本学術振興
会科研費

ダブルバルーン小腸内視鏡を用いた好酸球性小腸炎の臨床
的背景の確立 山階　武 内科学第三講座

日本学術振興
会科研費

うつ病を合併した慢性疼痛への経頭蓋磁気刺激の効果と脳
機能変化の検討 佃　万里 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費

量子コンピューターを用いた細胞線量応答モデルの構築
姉帯　優介 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

日本人に多い１型脳小血管病の新規病態説明因子探索と重
症化予測モデルの構築 薬師寺　祐介 神経内科学講座

日本学術振興
会科研費

遺伝性乳癌卵巣癌症候群乳癌症例に対する近赤外光免疫療
法の開発 木川　雄一郎 乳腺外科学講座

日本学術振興
会科研費

味蕾形成機構の解明を基軸とした機能的味蕾誘導法の開発
吉田　真子 病理学講座

日本学術振興
会科研費

フィブリノーゲン/ICAM-1シグナル伝達に着目した糖尿病網
膜症の病態解明 今井　尚徳 眼科学講座

日本学術振興
会科研費

疾患特異的iPS細胞を用いた褐色細胞腫・パラガングリオー
マの転移・進展機構の解明 滝澤　奈恵 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

絨毛外栄養膜細胞の最適な脱落膜浸潤へと導く子宮内膜間
質細胞の分子機構を解明する 村田　紘未 産科学・婦人科学講座

日本学術振興
会科研費

精液マイクロバイオーム解析に基づく膿精液症の実態解明
と妊孕性に及ぼす影響の検討 谷口　久哲 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費
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レジストリを活用したベーチェット病の予後不良病型発症
予防のためのtreat-to-target開発 長沼　誠 内科学第三講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

ステロイドマウスウォッシュによる乳癌化学療法誘因性の
口腔粘膜炎予防を検討する第Ⅲ相ランダム化比較試験 木川　雄一郎 乳腺外科学講座

日本医療研究
開発機構
（AMED）

悪性腹⽔を伴う microsatellite stable(MSS)の進⾏期消化
器 癌(胃癌・膵癌)患者に対する GAIA-102 の腹腔内反復投
与の 医師主導治験 (PhaseI/II)

里井　壯平 胆膵外科学講座
日本医療研究

開発機構
（AMED）

Polygenicモデルと薬物動態学に基づく精神疾患治療反応予
測法開発 加藤　正樹 精神神経科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

実用化に向けた次世代抗がんヘルペスウイルスの非臨床と
製造工程開発 海堀　昌樹 肝臓外科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

進行食道胃接合部腺癌に対する標準的な周術期治療の開発
研究 井上　健太郎 上部消化管外科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

慢性中心性漿液性脈絡網膜症に対するレーザー照射エネル
ギー減量光線力学的療法の有効性及び安全性を検証する医
師主導治験

大中　誠之 眼科学講座
日本医療研究

開発機構
（AMED）

HPVワクチンの長期的効果およびキャッチアップ接種の有効
性の評価のための大規模疫学研究 岡田　英孝 産科学・婦人科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

進行胃癌を対象とした大網切除に対する大網温存の非劣性
を検証するランダム化比較第III相試験 井上　健太郎 上部消化管外科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

アジアの高い腎不全リスクの背景にある未知なる遺伝・環
境要因の探索 塚口　裕康 内科学第二講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

脊磁計による神経機能情報を活用した新たな診断技術の確
立 齋藤　貴徳 整形外科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

インプラント周囲感染および骨軟部組織感染症, 手術部位
感染の迅速診断と MRSA/MRCNSおよび緑膿菌に対する抗菌薬
選択が可能な遺伝子迅速検査の開発（シーズ管理番号【A-
225】）

植田　成実 整形外科学講座
日本医療研究

開発機構
（AMED）

確実な深部超音波ガイド下穿刺実現のための空間位置キャ
プチャーを用いたMixed Reality ナビゲーションシステム
の開発（シーズ管理番号【A-223】）

中本　達夫 麻酔科学講座
日本医療研究

開発機構
（AMED）

痛みセンターを中心とした慢性疼痛診療システムの均てん
化と診療データベースの活用による医療向上を目指す研究 中本　達夫 麻酔科学 厚生労働省

電子カルテと連携した薬液バッグの遠隔自動切り換え装置
の開発 金井　雅史 がんセンター

日本医療研究開発
機構（AMED）

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患における医療水準並び
に患者QOLの向上のための調査研究 濵田　吉則 小児外科学 厚生労働省

サリドマイド胎芽症患者の健康、生活実態の把握及び支援
基盤の構築 齋藤　貴徳 整形外科学 厚生労働省

神経変性疾患領域における難病の医療水準の向上や患者の
QOL向上に資する研究 長沼　誠 内科学第三 厚生労働省

小児期発症の希少難治性肝胆膵疾患における医療水準並び
に患者QOLの向上のための調査研究 埜中　正博 脳神経外科学 厚生労働省

難治性炎症性腸管障害に関する調査研究
池浦　司 内科学第三 厚生労働省

ベーチェット病に関する調査研究
長沼　誠 内科学第三 厚生労働省

フィブリノーゲン/ICAM-1シグナル伝達に着目した糖尿病網
膜症の病態解明 今井　尚徳 眼科学講座

日本学術振興
会科研費

慢性疼痛診療システム均てん化等事業費
水野　泰之 心療内科学 厚生労働省

肝細胞癌に対する複合免疫療法の効果を予測する新規イ
メージングバイオマーカー探求 鶴崎　正勝 放射線科学講座

日本学術振興
会科研費

細胞外小胞を応用した肥満糖尿病の新規治療戦略の開発
入江　潤一郎

癌脳転移を抑制する抗腫瘍薬の分子作用機構解明
仲矢　丈雄 病理学講座

日本学術振興
会科研費

内科学第二講座
日本学術振興

会科研費

ラット重症熱中症モデルに対する2-methyl-2-thiazolineの
効果の検討 中村　文子 救急医学講座

日本学術振興
会科研費

神経再生領域におけるバイオマーカーとしての神経誘発磁
界計測のエビデンス構築 朴　正旭 整形外科学講座

日本学術振興
会科研費

IgE依存性アレルギーマウスモデルでの好塩基球に着目した
特発性蕁麻疹の病態検討 岸本　泉 皮膚科学講座

日本学術振興
会科研費

静脈麻酔薬レミマゾラムによるインスリン分泌抑制機序の
解明 楠　宗矩 麻酔科学講座

日本学術振興
会科研費

空間トランスクリプトーム解析による小径腎細胞癌の転移
予測マーカーの同定と機能解析 大杉　治之 腎泌尿器外科学講座

日本学術振興
会科研費

注意欠如・多動症特性を有するうつ病に対する薬物療法の
最適化及び生物学的基盤の探索 緒方　治彦 精神神経科学講座

日本学術振興
会科研費



390,000
補
委

65,000
補
委

650,000
補
委

3,900,000
補
委

650,000
補
委

1,199,900
補
委

507,000
補
委

650,000
補
委

910,000
補
委

970,000
補
委

200,000
補
委

1,000,000
補
委

300,000
補
委

300,000
補
委

300,000
補
委

300,000
補
委

3,000,000
補
委

500,000
補
委

2,000,000
補
委

500,000
補
委

1,500,000
補
委

500,000
補
委

500,000
補
委

2,000,000
補
委

500,000
補
委

700,000
補
委

500,000
補
委

1,000,000
補
委

500,000
補
委

　計　　 　計計165件

(注) 1

2

3

妊娠中の自動車運転状況ならびにその際のヘルメット着用
状況の調査研究 森川　守 産科学・婦人科学講座

一般社団法人日本
損害保険協会

患者由来がん幹細胞培養を基盤とした革新的個別化医療開
発 朴　将源 がんセンター

日本医療研究開発
機構（AMED）

医療側と企業側双方を対象とした双方向的開発人材育成拠
点の整備 島崎　淳也 救急医学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

微小な胸膜播種を有する臨床病期IVA期非小細胞肺癌に対す
る原発巣切除追加の治療的意義を検証するランダム化比較
第III相試験

吉岡　弘鎮 呼吸器腫瘍内科学講座

日本医療研究
開発機構
（AMED）

高齢者切除不能局所進行非小細胞肺癌に対する化学放射線
療法のランダム化比較第Ⅲ相試験 吉岡　弘鎮 呼吸器腫瘍内科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

ロメリジン塩酸塩によるCADASIL患者に対する脳虚血イベン
ト再発抑制 藥師寺　祐介 神経内科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

進展型小細胞肺癌に対する新たな治療開発を目指した研究
吉岡　弘鎮 呼吸器腫瘍内科学講座

日本医療研究開発
機構（AMED）

がん患者のオピオイド不応の神経障害性疼痛への標準的薬
物療法の開発：国際共同試験ならびに普及実装に向けた研
究

蓮尾　英明 心療内科学講座
日本医療研究

開発機構
（AMED）

持続的安定供給可能な水産資源を活用した医食連携による
フレイル対策及び栄養介入法の確立と、有用成分を含有す
る次世代機能性水産資源のリスト化を通じた国内水産業活
性化への寄与

菅　俊光 リハビリテーション医学

日本医療研究
開発機構
（AMED）

JCOG2111A根治的治療可能な非小細胞肺癌を対象とした
Minimal Residual Diseaseの検出と予後を評価する前向き
観察研究

倉田　宝保 呼吸器腫瘍内科学講座

日本医療研究
開発機構
（AMED）

PLA法を用いた筋委縮性側索硬化症におけるTDP-43・
TMEM106Bのオリゴマーの分布と臨床病理相関の解明 村上　綾 脳神経内科学講座

公益信託宮田幸比
古記念ALS研究助

成基金

　「補助元又は委託元」欄は、補助の場合は「補」に、委託の場合は「委」に、○印をつけた上で、補助元又は
委託元を記入すること。

アストロサイト摂動から紐解く休眠のメカニズム
松田　烈士 神経機能部門

公益財団法人冲中
記念成人病研究所

　国、地方公共団体又は公益法人から補助金の交付又は委託を受け、当該医療機関に所属する医師等が
申 請の前年度に行った研究のうち、高度の医療技術の開発及び評価に資するものと判断される主なものを
記入すること。

　「研究者氏名」欄は、1つの研究について研究者が複数いる場合には、主たる研究者の氏名を記入するこ
と。

膵頭十二指腸切除術を受けた患者における術前腸内細菌叢
が術後合併症に与える影響についての網羅的解析 宮崎　秀高 外科学講座

一般社団法人日本
腹部救急医学会

大腸直腸癌の腫瘍微小環境における浸潤突起の意義と新規
治療への展開 小林　壽範 外科学講座

公益財団法人大阪
コミュニティ財団

乳児期有熱性尿路感染症の発症リスクとしての腸内細菌叢
の乱れ 山内　壮作 小児科学講座

公益財団法人大阪
腎臓バンク

食道癌オルガノイドを用いた免疫治療の効果予測と免疫応
答の解明 張野　誉史 外科学講座

公益財団法人大阪
対がん協会

胆肝膵がんに対する高侵襲手術におけるせん妄の病態探求
および新規治療法の確立 舩槻　紀也 精神神経科学講座

公益財団法人大阪
対がん協会

眼瞼脂腺癌における腫瘍境界の新規評価法　低侵襲かつ正
確な外科的切除を目指して 松岡　祐貴 形成外科学講座

公益財団法人大阪
対がん協会

微小変化型ネフローゼ症候群モデルラットに対する球形吸
着炭を使用した腸管内尿毒素物質除去による抗タンパク尿
効果を期待した新規治療法の開発

辻　章志 小児科学講座
公益財団法人川野
小児医学奨学財団

クランベリーが過活動膀胱を有する小児の尿中細菌叢に及
ぼす影響の検討 赤川　友布子 小児科学講座

公益財団法人川野
小児医学奨学財団

妊娠成立に向けたヒト卵巣機能に及ぼす喫煙の影響
岡田　英孝 産科学・婦人科学講座

公益財団法人喫煙
科学研究財団

加熱式たばこにおける脳内ネットワークへの影響とｒTMS治
療の可能性の検証 池田　俊一郎 精神神経科学講座

公益財団法人喫煙
科学研究財団

健常人のアルツハイマー病発症リスクに対する脳小血管病
負債と喫煙の相乗効果の検証：the Kashima scan study

藥師寺　祐介 神経内科学講座
公益財団法人喫煙

科学研究財団

AIによるCT画像を用いた転移性脊髄腫瘍の自動リスク分類
システムの開発 小池　優平 放射線科学講座

公益財団法人中部
科学技術センター

脳神経外科学講座
公益財団法人日本
二分脊椎・水頭症

研究振興財団

胃消化管間質腫瘍に対する留置スネアを用いた内視鏡的全
層切除術の安全性と有用性の検討 山階　武 内科学第三講座

公益財団法人内視
鏡医学研究振興財

団

小児鶏卵アレルギー患者における腸内細菌叢解析を用いた
耐性獲得予測 赤川　翔平 小児科学講座

公益財団法人ニッ
ポンハム食の未来

財団

腹部超音波検査を用いた食物経口負荷試験におけるアレル
ギー症状出現の予測 中井　陽子 小児科学講座

公益財団法人森永
奉仕会

口腔扁平上皮腫瘍性病変の表層分化機序の解明と検出キッ
トの開発 野田　百合 病理学講座

公益財団法人日本
対がん協会

二分脊椎の責任遺伝子の同定
小森裕美子



2　論文発表等の実績

(1)高度の医療技術の開発及び評価を行うことの評価対象となる論文

番
号

論文種別

1 Original Article

2 Review

3 Original Article

4 Others

5 Case report

6 Case report

7 Original Article

8 Original Article

9 Original Article

10 Original Article

11 Original Article

Yagyu T, Hamada M,
Hatta M, et al.

Impact of the Diverting Stoma on
Renal Function

Hamada M, Matsumi
Y, Inada R, et al.

下部消化管外科

MRI navigation surgery for T4b
rectal cancer using multiple
minimally invasive surgical

approaches

Diseases of the colon and
rectum

67(12)1576-1583
2024/12

International journal of
colorectal disease

40(1)66-
2025/03

下部消化管外科

Kobayashi T, Miki
H, Hiroki U, et al.

下部消化管外科

Single-incision laparoscopic
surgery for benign peritoneal
cystic mesothelioma-A Video

Vignette

Antitraction sutures and
indocyanine green fluorescence
imaging to prevent anastomotic

leakage in left-sided colorectal
surgery-A video vignette

Kobayashi T,
Miyazaki H, Yagyu
T, et al.

下部消化管外科

Safety of immune checkpoint
inhibitors in patients aged over
80 years: a retrospective cohort

study

雑誌名・
出版年月等

Cancer immunology,
immunotherapy : CII

73(7)126-
2024/05

下部消化管外科

Relationship of Desmoplastic
Reaction and Tumour Budding in
Primary and Lung Metastatic

Lesions of Colorectal Cancer and
Their Prognostic Significance

下部消化管外科

Colorectal disease
27(1)e17293-

2025/01

Colorectal disease
26(7)1482-1483

2024/07

Cureus
16(4)e57929-

2024/04

Appendiceal Metastasis of Breast
Cancer: A Case Report and a

Literature Review

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院における所属 題名

Ikoma T, Matsumoto
T, Boku S, et al.

がんセンター

Yagyu T, Miki H,
Kikawa Y, et al.

Kanai M. がんセンター

Challenges and Opportunities for
the Clinical Application of the
Combination of Immune-Checkpoint
Inhibitors and Radiation Therapy

in the Treatment of Advanced
Pancreatic Cancer

Kobayashi T, Ishida
M, Matsui H, et al.

Cancers
17(4)606-
2025/02

Cancers
17(4)583-
2025/02

Nakamura Y,
Watanabe J, Akazawa
N, et al.

下部消化管外科
ctDNA-based molecular residual

disease and survival in
resectable colorectal cancer

Nature medicine
30(11)3272-3283

2024/11

Kobayashi T, Ishida
M, Miki H, et al.

下部消化管外科

Prognostic scoring system based
on indicators reflecting the

tumor glandular differentiation
and microenvironment for

patients with colorectal cancer

Scientific reports
14(1)14188-

2024/06

Miki H, Toshinori
K, Masahiko H, et
al.

下部消化管外科

Practical use of transanal
decompression tube following the
repair of fourth-degree perineal
tears associated with vaginal

delivery

Surgical case reports
10(1)167-
2024/07
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12 Original Article

13 Original Article

14 Original Article

15 Original Article

16 Original Article

17 Original Article

18 Original Article

19 Original Article

20 Original Article

21 Original Article

22 Original Article

Retroperitoneal hemorrhage due
to ruptured artery induced by

median arcuate ligament syndrome
in patients with COVID-19: A

case series

Acute medicine & surgery
11(1)e70015-

2024/11

Hamada M, Kurokawa
H, Kobayashi T, et
al.

下部消化管外科

MRI navigation surgery,
including lateral pelvic lymph

node dissection following
chemoradiotherapy, improves
local control and functional
preservation of the middle to

low rectal cancer

Surgical oncology
55()102093-

2024/08

Sumiyama F, Hamada
M, Kobayashi T, et
al.

下部消化管外科

Why did we encounter a pCRM-
positive specimen whose

preoperative MRI indicates
negative mesorectal fascia

involvement in middle to low
rectal cancer?

Techniques in
coloproctology

29(1)81-
2025/03

Toyokawa N, Araki-
Sasaki K, Kimura H,
et al.

眼科

Evaluating anterior corneal
surface using Placido ring mires

for irregular astigmatism in
refractory corneal subepithelial

infiltrates after adenoviral
conjunctivitis.

BMC ophthalmology
24(1)515-
2024/11

Lai TT, Ishida M,
Kosaka H, et al.

肝臓外科

Hattori Y, Yamada
H, Mori H, et al.

眼科

The effect of fibroblast growth
factor 2 on neovascular vessels

depends on the stage of
angiogenesis

Heliyon
10(21)e39843-

2024/10

Yokota K, Yamada H,
Mori H, et al.

眼科

Platelet-Derived Growth Factor
Subunit A Strengthens the

Neurovascular Unit and Inhibits
Retinal Vascular Regression
Under Hyperoxic Conditions

International journal of
molecular sciences

25(23)12945-
2024/12

Mori H, Kiriishi T,
Omi M, et al.

眼科

One-Year Outcomes of
Trabeculotomy with 120°, 180°,

or 360° Schlemm's Canal
Incision for Primary Open-Angle
Glaucoma: A Retrospective Study

Journal of clinical
medicine

13(24)7653-
2024/12

Okuno N, Maruyama
S, Wada D, et al.

救急医学科

The Prognostic Impact of
Adipophilin Expression on Long-
Term Survival Following Liver
Resection in Patients with
Colorectal Liver Metastases

Cancers
16(22)3827-

2024/11

Kaibori M, Yoshii
K, Lai TT, et al.

肝臓外科
Prospective Survey of

Postoperative Pain in Japan: A
Multicenter, Observational Study

Journal of clinical
medicine

14(4)1130-
2025/02

Kosaka H, Matsui K,
Ikeura T, et al.

肝臓外科

Prognostic impact of combination
therapy with gemcitabine and

cisplatin plus S-1 and
subsequent conversion surgery

for initially unresectable upper
biliary tract cancers

Surgery today
55(3)351-359

2025/03

Yamamoto H, Isono
K, Honda M, et al.

肝臓外科

Impact of Altered Graft Position
During Living Donor Liver
Retransplantation and its

Outcomes

Transplantation proceedings
57(2)284-291

202503



23 Case report

24 Original Article

25 Original Article

26 Original Article

27 Original Article

28 Original Article

29 Original Article

30 Original Article

31 Original Article

32 Case report

33 Case report

Nishimura T,
Hatakeyama T,
Yoshida H, et al.

救急医学科

Non-linear association between
the time required to reaching
temperature targets and the

neurological outcome in patients
undergoing targeted temperature
management after out-of-hospital
cardiac arrest: Observational

multicentre cohort study

Resuscitation plus
18()100607-

2024/04

Bin Kunji Mohamad
MI, Jamaluddin SF,
Ahmad N, et al.

救急医学科

Trauma outcomes differences in
females: a prospective analysis
of 76 000 trauma patients in the

Asia-Pacific region and the
contributing factors

Scandinavian journal of
trauma, resuscitation and

emergency medicine
33(1)34-
2025/02

Ho AFW, Kai Yi L,
Shahidah N, et al.

救急医学科

Association between Conversion
to Shockable Rhythms and
Survival with Favorable

Neurological Outcomes for Out-
of-Hospital Cardiac Arrests

Prehospital emergency care
28(1)126-134

2024年

Kajino K, Daya MR,
Onoe A, et al.

救急医学科

Development and validation of a
prehospital termination of

resuscitation (TOR) rule for Out
- Of Hospital Cardiac Arrest
(OHCA) Cases using general

purpose artificial intelligence
(AI)

Resuscitation
197()110165-

2024/04

Igeta R, Otaka S,
Imaizumi T, et al.

救急医学科

Regional Comparison in Cerebral
Performance Outcome of Out-of-
Hospital Cardiac Arrest: The
All-Japan Utstein Registry

Cureus
16(10)e72622-

2024/10

Nishioka N, Yamada
T, Nakao S, et al.

救急医学科

External Validation of Updated
Prediction Models for

Neurological Outcomes at 90 Days
in Patients With Out-of-Hospital

Cardiac Arrest

Journal of the American
Heart Association

13(9)e033824-
2024/05

Maruyama S,
Nakamori Y,
Kanayama S, et al.

救急医学科

Development of a system to
support information sharing for

medical staff in the hybrid
emergency room

Acute medicine & surgery
11(1)e70006-

2024/09

Maruyama S, Wada D,
Kanayama S, et al.

救急医学科

The evaluation of risk factors
for prolonged viral shedding

during anti-SARS-CoV-2
monoclonal antibodies and long-

term administration of
antivirals in COVID-19 patients
with B-cell lymphoma treated by

anti-CD20 antibody

BMC infectious diseases
24(1)715-
2024/07

Oishi T, Tamagaki
K, Maruyama S, et
al.

救急医学科
A case of right atrial thrombus

in the Chiari network after
blunt cardiac rupture

Acute medicine & surgery
11(1)e70007-

2024/09

Nagata I, Mitsui T,
Matsuoka Y, et al.

形成外科
Spindle Cell Lipoma in the Lower
Lip: A Report of a Rare Case in

Plastic Surgery

Cureus
17(1)e77956-

2025/01

Fujita M, Mitsui T,
Kunieda S, et al.

形成外科
Iatrogenic Parasitic Leiomyoma
in the Lower Right Abdomen: A
Rare Case in Plastic Surgery

Cureus
16(8)e65924-

2024/08



34 Case report

35 Original Article

36 Original Article

37 Original Article

38 Original Article

39 Original Article

40 Original Article

41 Case report

42 Case report

43 Original Article

44 Original Article

Kunieda S, Suzuki
K, Tamamine S, et
al.

形成外科
Leukoplakia of the Lower Lip

Reconstructed With a Tongue Flap

Eplasty
24()QA14-
2024/04

Kakudo N, Matsuoka
Y, Kushida S, et
al.

形成外科

A novel assistant-free technique
for ptosis surgery: Combining
small fish hook retractors and

frilled drapes

JPRAS open
44()45-48
2025/02

Hihara M, Himejima
T, Takeji K, et al.

形成外科

A novel intervention for wound
bed preparation in severe
extremity trauma: Highly

concentrated carbon dioxide
bathing

JPRAS open
41()88-97
2024/05

Maru N, Hino H,
Utsumi T, et al.

呼吸器外科

The Interval of Computed
Tomography Follow-Ups after
Advanced Non-Small-Cell Lung

Cancer Surgery Did Not Show Any
Relationship with Survival

Annals of thoracic and
cardiovascular surgery

30(1)e2400093-
2024

Kaneda H, Nakano T,
Utsumi T, et al.

呼吸器外科

Feasibility and safety of
uniport robotic-assisted

thoracoscopic surgery in initial
series of anatomical pulmonary
resections under learning curve

General thoracic and
cardiovascular surgery

73(1)52-57
2025/01

Utsumi T, Hino H,
Maru N, et al.

呼吸器外科
Re-appraisal of bronchus-first
right upper lobectomy as an

alternative routine procedure

Interdisciplinary
cardiovascular and thoracic

surgery
38(6)ivae114-

2024/06

Hiroyuki Kaneda,
Takahito Nakano,
Takahiro Utsumi, et
al.

呼吸器外科
Decisional conflict scale for

elective thoracic surgery

Shanghai Chest
8(8)1-9
2024/04

Utsumi T, Hino H,
Takeyasu Y, et al.

呼吸器外科

Salvage Lung Resection of
Aspergilloma Mimicking Tumor

Regrowth after Immune Checkpoint
Inhibitor Therapy for Stage IV
Squamous Cell Lung Cancer: A

Case Report
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　当該特定機能病院に所属する医師等が前年度に発表した英語論文のうち、高度の医療技術の開発およ
び評価に資するものと判断されるものを七十件以上記入すること。七十件以上発表を行っている場合には、
七十件のみを記載するのではなく、合理的な範囲で可能な限り記載すること。

　報告の対象とするのは、筆頭著者の所属先が当該特定機能病院である論文であり、査読のある学術雑誌
に掲載されたものに限るものであること。ただし、実態上、当該特定機能病院を附属している大学の講座等
と当該特定機能病院の診療科が同一の組織として活動を行っている場合においては、筆頭著者の所属先が
大学の当該講座等であっても、論文の数の算定対象に含めるものであること（筆頭著者が当該特定機能病
院に所属している場合に限る。）
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　「筆頭著者の所属」については、和文で、筆頭著者の特定機能病院における所属を記載すること。

題名

　「論文種別」欄には、Original Article、Case report, Review, Letter, Othersから一つ選択すること。

発表者氏名
筆頭著者の

特定機能病院にお
ける所属

  「発表者氏名」に関しては、英文で、筆頭著者を先頭に論文に記載された順に3名までを記載し、それ以上
は、他、またはet al.とする。



(様式第 3) 

高度の医療技術の開発及び評価を行う能力を有することを証する書類 

 

3 高度の医療技術の開発及び評価の実施体制 

(1)倫理審査委員会の開催状況 

① 倫理審査委員会の設置状況 有・無 

② 倫理審査委員会の手順書の整備状況 有・無 

・ 手順書の主な内容 

申請書手続き及び判定の通知、研究の実施及び報告、有害事象の報告、健康被害に関する補

償、実施制限及び再審査、公開 

③ 倫理審査委員会の開催状況 年12回 

（注） 1 倫理審査委員会については、「臨床研究に関する倫理指針」に定める構成である場合に

「有」に○印を付けること。 

 2  前年度の実績を記載すること。 

 

 

(2)利益相反を管理するための措置 

① 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の設置状況 

有・無 

② 利益相反の管理に関する規定の整備状況 有・無 

・ 規定の主な内容 

産学連携活動に伴い発生する利益相反を適切にマネジメントすることに関し必要な事項を

定めることにより、本法人及び教職員等の社会的信頼を確保するとともに、もって教育、研

究及び社会への貢献を継続的かつ適切に遂行することを目的としている。 

③ 利益相反を審査し、適当な管理措置について検討するための委員

会の開催状況 

年1回 

(注）前年度の実績を記載すること。 

 

(3)臨床研究の倫理に関する講習等の実施 

① 臨床研究の倫理に関する講習等の実施状況 倫理講習会 年2回 

（集合形式） 

ワークショップ 年2回 



（集合形式） 

 ・研修の主な内容 

2024年度 臨床研究等倫理講習会 

 2024/7/31（水） 第19回臨床研究等倫理講習会 

         【演題】人を対象とする生命科学・医学系研究を計画するにあたっての留意点 

         【演者】関西医科大学 衛生・公衆衛生学講座 甲田勝康先生 

 2025/1/7（火） 第20回臨床研究等倫理講習会 

         【演題】倫理審査申請のための研究計画書の書き方 ～研究者の立場から～ 

         【演者】関西医科大学 内科学第三講座 長沼誠先生 

 

2024年度 臨床研究ワークショップ 

 2024/5/27（月） 第30回臨床研究ワークショップ 

         【演題】看護研究10 

             臨床場面の「なぜ」にエビデンスを―看護研究の「問い」の立て方 

         【演者】関西医科大学 看護学部・大学院看護学研究科 大川聡子先生 

2024/11/21（木） 第32回臨床研究ワークショップ 

         【演題】看護研究11 

             リサーチクエスチョンに基づく文献検索 

             －実践に役立つエビデンスを見つけよう 

         【演者】関西医科大学 看護学部・大学院看護学研究科 大川聡子先生 

(注）前年度の実績を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

1 研修の内容 

 

多くの診療各科ではその所属する学会が定める専門医を目指して研修が行われますが、本院では

研修の年ごとの具体的目標と研修計画が設定されています。また、研修を円滑に進捗させるため

研修進捗状況の把握、評価し問題があれば改善を勧告する後期研修システムを備えています。 

 また、手術支援ロボット ダ・ヴィンチSiの導入など、高度かつ先進的な医療に関する研修を

行っています。 

 平成25年4月には、本院に直結する新学舎がオープンし、最新の研究室、基本的な医療技術及び

医療実践能力の向上を目的としたシミュレーションセンターや電子ジャーナルを取り入れた図書

館などを備え研修を最高レベルで一貫して行える体制を整えています。 

 

 

（注）上記の研修内容は医師法及び歯科医師法の規定による臨床研修を終了した医師及び歯科医師

に対する専門的な研修について記載すること。 

2 研修の実績 

  上記研修を受けた医師数           153人 

（注）前年度の研修を受けた医師の実績を記入すること。 

 

3 研修統括者 

研修統括者氏名 診 療 科 役 職  等 臨床経験年数 特 記 事 項        

伊藤 量基 血液呼吸器膠原

病感染症内科 

診療部長・主任教授 33年 アレルギー疾患内科

または 

アレルギー科、リウマ

チ科を含む 

長沼 誠 消化器肝臓内科 診療部長・主任教授 33年  

倉田 宝保 呼吸器腫瘍内科 診療部長・主任教授 35年  

蓮尾 英明 心療内科 診療部長・主任教授 22年  

藥師寺 祐介 脳神経内科 診療部長・主任教授 29年  

嶽北 佳輝 精神神経科 診療科長・診療教授 22年  

金子 一成 小児科 診療部長・主任教授 41年  

山﨑 誠 上部消化管外科 診療部長・主任教授 29年  

渡邉 純 下部消化管外科 診療部長・主任教授 24年  

海堀 昌樹 肝臓外科 診療部長・主任教授 34年  

里井 壯平 胆膵外科 診療部長・主任教授 34年  

髙田 正泰 乳腺外科 診療部長・主任教授 24年  

土井 崇 小児外科 診療部長・主任教授 23年  

小山 忠明 心臓血管外科 診療部長・主任教授 34年  

村川 知弘 呼吸器外科 診療部長・主任教授 33年  

埜中 正博 脳神経外科 診療部長・主任教授 33年  

齋藤 貴徳 整形外科 診療部長・主任教授 42年  

長谷 公隆 ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科 診療部長・主任教授 40年  

覚道 奈津子 形成外科 診療部長・主任教授 23年  

谷崎 英昭 皮膚科 診療部長・主任教授 23年  

木下 秀文 腎泌尿器外科 診療部長・主任教授 37年  

今井 尚德 眼科 診療部長・主任教授 24年  



八木 正夫 耳鼻咽喉科 診療部長・主任教授 30年 内分泌外科を含む 

谷川 昇 放射線科 診療部長・主任教授 40年  

岡田 英孝 産婦人科 診療部長・主任教授 32年  

上林 卓彦 麻酔科 診療部長・主任教授 38年  

鍬方 安行 救急医学科 診療部長・主任教授 42年  

蔦 幸治 病理診断科 診療部長・主任教授 29年  

神田 晃 臨床検査医学科 診療部長・主任教授 31年  

兒島 由佳 歯科・口腔外科 診療部長・主任教授 30年  

 

 

(注) 1 医療法施行規則第六条の四第一項又は第四項の規定により、標榜を行うこととされている

診療科については、必ず記載すること。 

(注) 2 内科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 

(注) 3 外科について、サブスペシャルティ領域ごとに研修統括者を配置している場合には、すべ

てのサブスペシャルティ領域について研修統括者を記載すること。 



 

(様式第 4) 

高度の医療に関する研修を行わせる能力を有することを証する書類 

 

4 医師、歯科医師以外の医療従事者等に対する研修 

① 医師、歯科医師以外の医療従事者に対する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

   報告なし 

② 業務の管理に関する研修の実施状況（任意） 

 ・研修の主な内容 

   ① 検査情報システムと情報漏洩防止  ② LAINS（検体検査システム）時間外業務説明会 

   ③ 化学物質の取扱い 

 ・研修の期間・実施回数 

   ① 令和7年3月28日、4月1日～4月15日  ② 令和7年4月28日・30日 

   ③ 令和7年8月14日、8月20日～9月10日 

 ・研修の参加人数 

   ① 70名   ② 61名   ③ 76名 

③ 他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況 

 ・研修の主な内容 

 ・研修の期間・実施回数 

 ・研修の参加人数 

   報告なし 

(注) 1 高度の医療に関する研修について、前年度実績を記載すること。 

(注) 2 「③他の医療機関に所属する医療関係職種に対する研修の実施状況」については、医療法施

行規則第六条の四第四項の規定に基づき、がん、循環器疾患等の疾患に関し、高度かつ専門的な医

療を提供する特定機能病院についてのみ記載すること。また、日本全国の医療機関に勤務する医療

従事者を対象として実施した専門的な研修を記載すること。 

 



 
 

(様式第 5) 
診療並びに病院の管理及び運営に関する諸記録の管理方法に関する書類 

 
計画・現状の別 １．計画    ②．現状  
管理責任者氏名 病院長 松田 公志 

  管理担当者氏名 事務部長 藤原宏司、看護部長 島村里香、薬剤部長 谷川昇 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
診療に関
する諸記
録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第
二
項
に
掲
げ
る
事
項 

病院日誌 管理課 当院は2006年開院時から電子

カルテを導入しており、保管期

間は診療が完結した日から20

年としている。紹介状や同意書

等の紙媒体で生成されるもの

については、電子カルテにスキ

ャンし、紙媒体も原本として保

管している。また、画像フィル

ムについてはすべてのモダリ

ティのフィルムレス化を実施

しており、現物保管は行ってい

ない。診療録を病院外へ持ち出

すことは、個人情報保護の観点

から認めていない。患者データ

の抽出は、所定の抽出依頼書に

所属部門長の承認を受けた上

で医療情報部へ申請を行う。医

療情報部長は利用目的を審査

の上、患者データの抽出を行う

。依頼者は患者データの利用が

完了次第、速やかに依頼者の責

任のもと患者データを削除す

る。 

各科診療日誌 各診療科 
処方せん 薬剤部 
手術記録 手術部 
看護記録 各病棟 
検査所見記録 臨床検査部 
エックス線写真 放射線部 
紹介状 病歴情報課 
退院した患者に係る入院期間中
の診療経過の要約及び入院診療
計画書 

病歴情報課 

病院の管
理及び運
営に関す
る諸記録 

規
則
第
二
十
二
条
の
三
第

三
項
に
掲
げ
る
事
項 

従業者数を明らかにする帳簿 管理課  
高度の医療の提供の実績 各診療科 
高度の医療技術の開発及び評価
の実績 

各診療科 

高度の医療の研修の実績 各診療科 
閲覧実績 病歴情報課 
紹介患者に対する医療提供の実
績 

地域医療連携部 

入院患者数、外来患者及び調剤
の数を明らかにする帳簿 

医事課、薬剤部 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
一
項

に
掲
げ
る
事
項 

 医療に係る安全管理のための指
針の整備状況 

医療安全管理部 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

医療に係る安全管理のための委
員会の開催状況  

 
 

医療に係る安全管理のための職
員研修の実施状況 

医療安全管理部 
 

医療機関内における事故報告等
の医療に係る安全の確保を目的
とした改善のための方策の状況 

 
 
 
 

 



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 

病院の管

理及び運

営に関す

る諸記録 

規
則
第
一
条
の
十
一
第
二
項
第
一
号
か
ら
第
三
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項 

院内感染対策のための指針の策
定状況 

感染制御部 
・保管部署で管理 

院内感染対策のための委員会の
開催状況  

感染制御部 

従業者に対する院内感染対策の
ための研修の実施状況  

感染制御部 

感染症の発生状況の報告その他
の院内感染対策の推進を目的と
した改善のための方策の実施状
況  

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の配置状
況  

薬剤部 

従業者に対する医薬品の安全使
用のための研修の実施状況  

薬剤部 

医薬品の安全使用のための業務
に関する手順書の作成及び当該
手順書に基づく業務の実施状況
   

薬剤部 

医薬品の安全使用のために必要
となる未承認等の医薬品の使用
の情報その他の情報の収集その
他の医薬品の安全使用を目的と
した改善のための方策の実施状
況 

薬剤部 

医療機器安全管理責任者の配置
状況 

医用工学部 

従業者に対する医療機器の安全
使用のための研修の実施状況 

医用工学部 

医療機器の保守点検に関する計
画の策定及び保守点検の実施状
況 

医用工学部 

医療機器の安全使用のために必
要となる情報の収集その他の医
療機器の安全使用を目的とした
改善のための方策の実施状況 

医用工学部 
 
 

  



 
 

 保 管 場 所 管 理  方  法 
 病院の管理 
 及び運営に 
 関する諸記 
 録 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

規
則
第
九
条
の
二
十
の
二
第
一
項
第
一
号
か
ら
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
十
五
条
の
四
各
号
に
掲
げ
る
事
項 

医療安全管理責任者の配置状
況 

医療安全管理部  
・保管部署で管理 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

専任の院内感染対策を行う者
の配置状況 

感染制御部 

医薬品安全管理責任者の業務
実施状況 

薬剤部 

医療を受ける者に対する説明
に関する責任者の配置状況 

医療安全管理部 

診療録等の管理に関する責任
者の選任状況 

医療情報部 

医療安全管理部門の設置状況 医療安全管理部 
高難度新規医療技術の提供の
適否等を決定する部門の状況 

医事課 

未承認新規医薬品等の使用条
件を定め、使用の適否等を決
定する部門の状況 

用度課 

監査委員会の設置状況 法人 総合企画課 
入院患者が死亡した場合等の
医療安全管理部門への報告状
況 

医療安全管理部 

他の特定機能病院の管理者と
連携した相互立入り及び技術
的助言の実施状況 

医療安全管理部 

当該病院内に患者からの安全
管理に係る相談に適切に応じ
る体制の確保状況 

医療安全管理部 

医療安全管理の適正な実施に
疑義が生じた場合等の情報提
供を受け付けるための窓口の
状況 

内部監査室 

職員研修の実施状況 医療安全管理部 
管理者、医療安全管理責任者
、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者のた
めの研修の実施状況 

管理課 

管理者が有する権限に関する
状況 

管理課 

管理者の業務が法令に適合す
ることを確保するための体制
の整備状況 

内部監査室 

開設者又は理事会等による病
院の業務の監督に係る体制の
整備状況 

法人 総合企画課 

(注)「診療に関する諸記録」欄には、個々の記録について記入する必要はなく、全体としての管理
方法の概略を記入すること。また、診療録を病院外に持ち出す際に係る取扱いについても記載する
こと。 



○病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法

　閲覧の手続の概要

・閲覧申請書を記入の上、申請窓口で
ある管理課へ提出する。

　

〇病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧の実績

延　　　　0　　　　件

閲　覧　者　別 医師 延　　　　0　　　　件

歯科医師 延　　　　0　　　　件

国 延　　　　0　　　　件

地方公共団体 延　　　　0　　　　件

(注)特定機能病院の名称の承認申請の場合には、必ずしも記入する必要はないこと。

　閲覧の求めに応じる場所

　管理課長　舩原　宏通
　医事課長　馬場　昌仁
　病歴情報課長　石原　久美子

　　　前　年　度　の　総　閲　覧　件　数

計画・現状の別 １．計画 　　   　 ②．現状

　閲覧責任者氏名 　病院長　松田　公志

　閲覧担当者氏名

病院の管理及び運営に関する諸記録の閲覧方法に関する書類

　・1階　情報ライブラリー室

(注)既に医療法施行規則第9条の20第5号の規定に合致する方法により記録を閲覧させている病院は
現状について、その他の病院は計画について記載することとし、「計画・現状の別」欄の該当する番号
に〇印を付けること。

（様式第6）



 
 
 

 
規則第１条の 11第１項各号に掲げる医療に係る安全管理のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 医療に係る安全管理のための指針の整備状況 

 
     有・無 

 
 ・ 指針の主な内容： 

１ 医療安全管理に関する基本的考え方  
２ 医療安全管理対策委員会その他の組織に関する基本的事項 
３ 職員に対する医療安全管理のための研修に関する基本方針 
４ 医療事故報告等の医療安全の確保を目的とした改善のための方策 

に関する基本方針 
５ 医療事故発生時の対応に関する基本方針 
６ 医療従事者と患者との間の情報の共有に関する基本方針  

（患者等に対する当指針の閲覧に関する基本方針を含む） 
７ 患者からの相談への対応に関する基本方針 
８ その他医療安全の推進のための必要な基本方針 

 

 

 
② 医療に係る安全管理のための委員会の設置及び業務の状況 
 
・ 設置の有無（ 有・無 ） 
・ 開催状況：年 29 回 
・ 活動の主な内容： 
１ 医療安全管理対策委員会（１２回） 
２ セーフティーマネージャー委員会（１１回） 
３ 医療の経過検討委員会（５回） 
４ 医療法に基づく院内医療事故調査委員会（１回） 

 

 

 
③ 医療に係る安全管理のための職員研修の実施状況 

 
     年 10 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 

１「医療者の破壊的行動（DCB）抑止講習 概念と実態の理解」  
２「医療者の破壊的行動（DCB）抑止講習 ワークショップ」 
３「当院における医療安全管理の体制とルール」 
４「災害医療研修会」 
５「医薬品安全講習～2024年に発生した医薬品関連の重大インシデント」 
６「知っておくべき当院の医療安全・感染対策」 
７「医療安全大会～栄養管理と医療安全～」 
８「グループワーク チームSTEPPS（初級編）チーム力を高めよう」 
９「医療訴訟における裁判の在り方 

～医療記録を踏まえた法的判断及び事実認定～」 
10「前向き医療安全のススメ」「持参薬の確認不足」 

 

 

 
④ 医療機関内における事故報告等の医療に係る安全の確保を目的とした改善のための方策の実施

状況 
 
   ・ 医療機関内における事故報告等の整備 （ 有・無 ） 
   ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

１ 死亡・死産報告の義務化と合併症報告の対象の一部基準化 
２ 医療安全管理マニュアル年１回見直し及び改定 
３ 医療安全管理部作成のオリジナル動画配信による職員講習の実施 

受講内容の理解度を測る確認テストを兼ねたアンケートの実施 
４ 技術研修（模擬体と超音波装置を使用したシミュレーション訓練） 
５ 新入職者、中途入職者への医療安全に関する入職ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ実施 
６ 医療事故発生時、発生部門及び関連部門への聞き取り 
７  医療事故防止策は、セーフティーマネージャーが中心となり、時系 

列行動表作成、背景要因を検討し、今後の改善に向けた方策を立案 
８ 事例から検討された医療安全確保のための方策について、ポスター・

通知書等で職員に周知、また、方策の実施状況を確認 

 



 
 
 

 
９ 放射線科の検査報告書の未読リストを該当診療科に送付し、報告書 

見落とし予防対策を実施 
10 年１回、全部門及びｾｰﾌﾃｨﾏﾈｰｼﾞｬｰに「医療安全情報」を配付 
11 毎月、全部門及びｾｰﾌﾃｨﾏﾈｰｼﾞｬｰに、医療安全管理部作成の「医療安全 

マンスリーレポート」及び「チームSTEPPSポスター」を配付 
12 テーマに沿った医療安全院内ラウンドを年５回実施 
13 日本私立医科大学協会主催の他大学病院との相互ラウンドの実施 

 

(注）前年度の実績を記入すること。 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第１号に掲げる院内感染対策のための体制の確保に係る措置 

 
 
① 院内感染対策のための指針の策定状況 

 
    有・無 

 
  ・ 指針の主な内容： 

１ 医療関連感染対策に関する基本的な考え 
   ２ 感染対策委員会の設置 
   ３ 感染対策マニュアル 
   ４ 感染症の報告 
   ５ 医療関連感染発生時の対応 
   ６ 職員研修の基本方針 
   ７ 患者への指針の公開 
 
 
② 院内感染対策のための委員会の開催状況 

 
年 12 回 

 
  ・ 活動の主な内容： 
○ MRSAおよび多剤耐性菌の検出状況把握と対策 

  ○ 抗菌薬の使用状況調査と感受性の推移調査 
  ○ 抗菌薬使用報告書、TDM等の抗菌薬適正使用状況調査 
  ○ 院内感染発生時の対応、対策 
  ○ 感染対策研修会の企画および開催 
  ○ 院内ラウンド サーベイランスの実施 
  ○ 血液培養陽性症例ラウンドの実施 
  ○ 針刺事故の発生状況と事故防止対策の検討 
  ○ 感染対策地域連携合同カンファレンスでの報告 
  ○ 滅菌材料部滅菌状況報告 
 
 
③ 従業者に対する院内感染対策のための研修の実施状況 

 
年 3 回 

 
 ・ 研修の内容（すべて）： 
○感染経路別予防策と咳エチケット 
○知っておくべき当院の感染対策（医療安全・感染対策合同講習会） 
○外部コンテンツ（e-ラーニング） 
・こんなときどうする？確定前から始める感染対策シミュレーション➁「麻疹編」 
・抗菌薬の適正使用とは ～AMRに立ち向かうために①～ 

 
 
④ 感染症の発生状況の報告その他の院内感染対策の推進を目的とした改善のための方策の状況 
 
  ・ 病院における発生状況の報告等の整備        （ 有・無 ） 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 

・病院における発生状況の報告等の整備 
・病棟ラウンド(ICTラウンド)時の監査内容のフィードバック 

    ・感染対策研修会の開催、e－ラーニング 
    ・感染対策地域連携合同カンファレンスの開催(4回/年) 
 
 
 
 
 
 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
 



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第２号に掲げる医薬品に係る安全管理のための体制の確保に係る

措置 
 
 
① 医薬品安全管理責任者の配置状況 

 
    有・無 

 
② 従業者に対する医薬品の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 11 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
オンデマンドによる講習（確認テスト実施） 
○医薬品安全講習（院内コンテンツ）：随時,全職員対象 
「医薬品安全講習 ～2024年に発生した医薬品関連の重大インシデントについて～」 
○e-ラーニング（外部コンテンツ）：随時,全職員対象 
コンテンツ「持参薬の確認不足」を課題選定して、優先的に受講するようにした。 
○その他（対象者限定） 
・医薬品に関連したインシデント検討会 
（令和6年5,7,12,令和7年1,2,3月,セーフティーマネージャー対象） 
・新入職対象 医薬品安全研修（4月,新入職看護師･薬剤師対象） 
・研修医対象 医薬品安全研修（4月,新入職研修医対象） 
 
 
③ 医薬品の安全使用のための業務に関する手順書の作成及び当該手順書に基づく業務の実施状況 
 
 ・ 手順書の作成        （ 有・無 ） 
 ・ 手順書の内訳に基づく業務の主な内容： 
○医薬品の採用･購入 
○調剤室･病棟における医薬品の管理 
○病棟･各部門への医薬品の供給 
○外来･入院患者への医薬品使用 
○医薬品情報の収集･管理･提供 
○手術･麻酔部門における医薬品安全使用 
○救急部門･集中治療部門における医薬品安全使用 
○輸血･血液管理部門･血液浄化部門における医薬品安全使用 
○画像診断部門･内視鏡部門･外来化学療法部門･歯科領域における医薬品安全使用 
○他施設との連携に関する事項 
○事故発生時の対応 
○教育･研修 
○医薬品関連の情報システムの利用 
○その他 
 
 
④ 医薬品の安全使用のために必要となる未承認等の医薬品の使用の情報その他の情報の収集その

他の医薬品の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医薬品に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医薬品の具体的な使用事例（あれば）： 
○小児の腸管不全関連肝障害に対する魚油由来ω3系脂肪乳剤「オメガベン」 
○突然発症する治療抵抗性てんかん重積（NORSE）に対する「アクテムラ点滴静注用」など 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
○輸液フィルターが必要な注射薬へのリマインダー添付を開始（2024.4） 
○術前中止薬テンプレートの試験運用開始（2024.7） 
○毒薬（筋弛緩薬）の交付･受領に関する厳重な管理体制の整備（2024.9） 
○ビグアナイド系糖尿病治療薬を術前中止対象薬に追加（2024.9） 
○HBV再活性化防止対策の改善（2024.12） 
前方視的チェックの対象薬剤の見直しおよび後方視的チェックプログラムの全面改修 
○アレルギー予防目的のステロイド投与に関するマニュアル化（2025.1） 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 
 
  



 
 
 

 
規則第１条の 11第２項第３号に掲げる医療機器に係る安全管理のための体制の確保に係

る措置 
 
 
① 医療機器安全管理責任者の配置状況 

 
   有・無 

 
② 従業者に対する医療機器の安全使用のための研修の実施状況 

 
     年 107 回 

 
 ・ 研修の主な内容： 
○特定医療機器（人工心肺、人工呼吸器、除細動器、閉鎖式保育器、血液浄化装置、診療用高ｴﾈﾙｷﾞ
ｰ放射線発生装置、診療用放射線装置）に関する取扱い説明、ｲﾝｼﾃﾞﾝﾄ事案を含めた研修 
○新規購入に伴う取り扱い研修実施 
○新人研修医、看護師へのｼﾘﾝｼﾞ、輸液ﾎﾟﾝﾌﾟ、人工呼吸器、生体情報モニタ等の実機使用説明実施 
○特定医療機器の定期研修に関してはe-ラーニングにて実施 
→放射線関係については放射線部で対応実施 
 
 
 
③ 医療機器の保守点検に関する計画の策定及び保守点検の実施状況 
 
 ・ 医療機器に係る計画の策定        （ 有・無 ） 
 ・ 機器ごとの保守点検の主な内容： 
 
○放射線関連装置は放射線治療部において、その他の特定医療機器については医用工学部にて保守
点検計画書を作成し、それに基づき定期点検を実施、点検記録簿を作成している。 
特定医療機器以外では生体情報モニタ、電気メス、シリンジ、輸液ポンプ、ペースメーカー、麻酔
器、逐次型空気圧式マッサージ器、低圧持続吸引器も保守点検計画にて実施している。 
 
 
 
④ 医療機器の安全使用のために必要となる未承認等の医療機器の使用の状況その他の情報の収集

その他の医療機器の安全使用を目的とした改善のための方策の実施状況 
 
  ・ 医療機器に係る情報の収集の整備        （ 有・無 ） 
 ・ 未承認等の医療機器の具体的な使用事例（あれば）： 

Ｒ６年度審議件数：１件 
１）歯科用ラバーダムシート（3種） 
  既に承認されている眼球保護を目的とした手術用滅菌済み手袋を、より扱いやすい歯科

用ラバーダムシートに変更する。 
 
  ・ その他の改善のための方策の主な内容： 
○日本医療評価機構、PMDA、メーカーから発出される自主回収・安全情報を院内ALL USERメール 
にて情報発信している。その中で当院に設置（使用）しているものは医用工学部及び、医療機器 
安全管理責任者、関連部署へ報告実施している。 
また、医用工学部H.P上で医療機器安全情報の発信もしている。 
 
 

(注）前年度の実績を記入すること。 

 

  



 
 
 

 
規則第９条の２０の２第１項第１号から第１３号の二に掲げる事項の実施状況 

 
 
① 医療安全管理責任者の配置状況 

 
     有・無 

 
・責任者の資格（医師・歯科医師） 
・医療安全管理責任者による医療安全管理部門、医療安全管理委員会、医薬品安全管理責任者及び
医療機器安全管理責任者の統括状況 
 
  関西医科大学附属病院組織分掌規則 第５８条第２項に「医療安全管理責任者は、医療安全管理 
 部、医療安全管理対策委員会、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者及び医療放射
線 
安全管理責任者を統括する」と明記されている。 
医療安全管理責任者は、医療安全管理委員会の委員長として、また、医療安全監査委員会の病

院 
側出席者として、医療安全管理部、医薬品安全管理責任者、医療機器安全管理責任者及び医療放

射 
線安全管理責任者からの業務報告内容を把握している。 

 
 
② 専任の院内感染対策を行う者の配置状況 

 
 有（7名）・無 

 

③ 医薬品安全管理責任者の業務実施状況 

・医薬品に関する情報の整理・周知に関する業務の状況 

○月毎に薬品別使用量や金額使用量を集計した「院内医薬品使用状況一覧」を作成しており、当

院における医薬品の使用状況を把握している。 

○医薬品医療機器情報配信サービス（PMDAメディナビ）を利用するなど、国内外の医薬品情報を

webより収集している。 

○医薬品安全使用に関する情報は、必要に応じて①メール配信および②セーフティーマネージャ

ー委員会にて報告している。（インシデント検討会資料,マンスリーレポートを含む）また、 

その議事録を職員全員に回覧後、議事録閲覧確認票（押印票）の回収により周知状況を把握し

ている。 

○医薬品安全使用に関する情報は、薬剤部 薬品情報科でファイリングして整理しており、過去の

メール配信記録は職員がいつでも閲覧できるようホームページ上に整理している。 

 

・未承認等の医薬品の使用に係る必要な業務の実施状況 

○調剤前に処方監査を行い、処方薬剤が適応外又は併用禁忌等の使用方法に該当するか否かを判

断している。 

○上記に該当する場合は薬学的知見に基づき、ガイドラインや各種文献を参考に使用の必要性や

リスクの検討を加え、処方の妥当性等を確認している。また、必要に応じて、使用申請手続の指導

を行っている。 

○適応外または併用禁忌等について疑義照会した場合の照会内容は、処方箋のコピーを記録とし



 
 
 

 

て保管し、医薬品安全管理責任者に毎月報告している。 

○必要に応じて、医師に適応外または併用禁忌等について指導を行うとともに、院内全体に未承認

等の医薬品の使用に関して必要な情報共有を行っている。 

 

・担当者の指名の有無（有・無） 

・担当者の所属・職種： 

（所属：薬剤部，職種 医師 1名   ）  （所属：薬剤部，職種 薬剤師 3名  ） 

（所属：医療安全管理部，職種 薬剤師 1名 ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

（所属：    ，職種       ）  （所属：    ，職種       ） 

 

④ 医療を受ける者に対する説明に関する責任者の配置状況 有・無 

・医療の担い手が説明を行う際の同席者、標準的な説明内容その他説明の実施に必要な方法に関す

る規程の作成の有無  （ 有・無 ） 

・説明等の実施に必要な方法に関する規程に定められた事項の遵守状況の確認、及び指導の主な内

容： 

１ インフォームドコンセントマニュアルに説明と同意に関する方針、手順を定めている。 

２ 説明・同意書の新規作成又は改定する文書は、全て医療安全管理部門で確認している。 

３ 遵守状況の確認は、医療説明等管理責任者参加の診療録監査委員会にて実施している。 

 

 

⑤ 診療録等の管理に関する責任者の選任状況 有・無 

・診療録等の記載内容の確認、及び指導の主な内容： 

診療録監査委員会で外来および入院診療録の多職種監査を実施し、1 年かけて全診療科分を確認し

ている。監査項目は基礎データ、医師記録、説明記録、退院サマリー、看護記録、薬剤記録、栄養記

録となっており、不備があった場合の指導は各部門長へ行っている。 

 

 

 

⑥ 医療安全管理部門の設置状況 有・無 

・所属職員：専従（８）名、専任（ ）名、兼任（８）名 

 うち医師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（１）名 



 
 
 

 

 うち薬剤師：専従（１）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

 うち看護師：専従（２）名、専任（ ）名、兼任（１）名 

（注）報告書を提出する年度の 10月１日現在の員数を記入すること 

・活動の主な内容： 

１ 医療安全管理対策委員会、医療の経過検討委員会、セーフティーマネージャー委員会等医療 

安全部が管轄する各委員会の運営と庶務に関すること 

２ 医療事故や医療安全管理部が介入した事象における、診療録の確認、患者及び家族への説明、 

発生原因の究明と対応状況の確認、事象から派生した事項について職員への指導 

３ 医療に係る安全管理の連絡調整、医療安全の確保のための対策の推進、医療安全の確保に資す

る診療状況の把握と職員への安全意識向上の取組みとモニタリング 

  （放射線・内視鏡検査報告書、パニック値報告など） 

 

※ 平成二八年改正省令附則第四条第一項及び第二項の規定の適用を受ける場合には、専任の医療
に係る安全管理を行う者が基準を満たしていることについて説明すること。 
※ 医療安全管理委員会において定める医療安全に資する診療内容及び従事者の医療安全の認識に
ついての平時からのモニタリングの具体例についても記載すること。 

⑦ 高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の高難度新規医療技術を用いた医療の申請件数（20件）、及び許可件数（20件） 

・高難度新規医療技術の提供の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び高難度新規医

療技術の提供の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の有無（ 有・

無 ） 

・活動の主な内容： 

>部門会議の開催（2024/5/17、2024/9/13、2025/1/10） 

>申請技術の審査、承認 

>許可された技術の定期的なモニタリング 

>業務手順書の見直し 

>院内ホームページの整備（職員周知用） 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・高難度新規医療技術評価委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

 

 

⑧ 未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の状況 

・前年度の未承認新規医薬品等を用いた医療の申請件数（1件）、及び許可件数（1件） 

・未承認新規医薬品等の使用条件を定め、使用の適否等を決定する部門の設置の有無（ 有・



 
 
 

 

無 ） 

・未承認新規医薬品等を用いた医療を提供する場合に、従業者が遵守すべき事項及び未承認新規医

薬品等の使用条件を定め使用の適否等を決定する部門が確認すべき事項等を定めた規程の作成の

有無（ 有・無 ） 

・活動の主な内容： 

○未承認：1件 

○適応外：101件 

○禁 忌：0件 

 

・規程に定められた事項の遵守状況の確認の有無（ 有・無 ） 

・未承認新規医薬品等評価委員会の設置の有無 （ 有・無 ） 

⑨ 入院患者が死亡した場合などの医療安全管理部門への報告状況 

・入院患者が死亡した場合の医療安全管理部門への報告状況：年 860 件 

・上記に掲げる場合以外の場合であって、通常の経過では必要がない処置又は治療が必要になった

ものとして特定機能病院の管理者が定める水準以上の事象が発生したとき当該事象の発生の事実

及び発生前の状況に関する医療安全管理部門への報告状況：年 43 件 

・上記に関する医療安全管理委員会の活動の主な内容 

１ 死亡・死産及び合併症の報告義務について、医師入職オリエンテーション時に説明している。 

２ 院内死亡・死産情報及び合併症報告を確認し、未報告の診療科等に報告するよう督促を行う 

など活動をしている。 

３ 毎月の医療安全管理対策委員会において、死亡・死産報告、合併症報告の件数及び事例を報告 

し、必要に応じ改善策を審議している。審議結果は病院長へ報告している。 

４  医療安全管理対策委員会の決定事項を共有するセーフティーマネージャー委員会において、死

亡・死産報告、合併症報告の件数及び報告義務の周知を実施している。 

 

⑩ 他の特定機能病院等の管理者と連携した相互立入り及び技術的助言の実施状況 

・他の特定機能病院等への立入り（ 有（病院名：福岡大学病院）・無） 

・他の特定機能病院等からの立入り受入れ（ 有（病院名：福岡大学病院）・無） 

・技術的助言の実施状況 

１ インシデントやアクシデントの報告等の状況 （助言なし） 

２ 医療安全管理委員会の業務の状況 （助言なし） 

３ 医薬品等の安全使用体制の状況 

【助言】医薬品適応外使用に関する倫理委員会での審議及び薬事委員会での報告件数が病院規模に

比して少なく感じました。運用の改善をご検討ください。 

【対応】令和 6年度特定機能病院等医療安全連絡会において、情報提供された国立大学グループ

51病院の医薬品適応外使用状況をもとに、具体的な医薬品名と用途をセーフティーマネ

ージャー委員会において提示し、各診療科からの積極的な申請を依頼しました。また、薬



 
 
 

 
剤師による監視体制の強化に努めています。 

４ 高難度新規医療技術又は未承認新規医薬品等を用いた医療の提供の適否等を決定する部門の 

運用状況（助言なし） 

５ 監査委員会の業務の結果及び監査委員会からの指摘への対応状況（助言なし） 

 

⑪ 当該病院内に患者からの安全管理に係る相談に適切に応じる体制の確保状況 

・体制の確保状況 

１ 「関西医科大学附属病院患者相談窓口運用規程」を定め、患者相談窓口の運用及び体制を確保 

している。 

２ 病院 HPに患者相談窓口のご案内として、場所、対応時間、相談内容を掲載している。 

３ 病院２階に「患者総合相談窓口」を設定し、病院１階に個室の相談室を設け、相談者が不利益 

を受けないよう配慮している。 

４ 病院２階の「患者総合相談窓口」には、病院 HP掲載内容のほか、責任者名、相談対応職種を 

記載した看板を設置している。 

５ 相談内容によっては、インシデント報告対応事案となり、一部内容は医療安全管理対策委員会 

に報告し、委員会にて対応を検討する体制が確保されている。 

 

 

 

⑫ 職員研修の実施状況 

・研修の実施状況 

１「ＢＬＳ講習会」 

２「急変時対応訓練」 

３「災害医療研修会」 

（注）前年度の実績を記載すること（⑥の医師等の所属職員の配置状況については提出年度の10月1

日の員数を記入すること） 

 

⑬ 管理者、医療安全管理責任者、医薬品安全管理責任者及び医療機器安全管理責任者のための研修

の実施状況 

・研修の実施状況 

【管理者】 

  ○2024年度特定機能病院管理者研修（2024年 12月 12日） 

【医療安全管理責任者】 

○2024年度特定機能病院管理者研修（2024年 12月 13日） 

【医薬品安全管理責任者】 

  ○2024年度特定機能病院管理者研修（2024年 12月 9日） 

【医療機器安全管理責任者】 



 
 
 

 

○2024年度特定機能病院管理者研修（2025年 2月 14日） 

 

（注）前年度の実績を記載すること 

 

⑭医療機関内における事故の発生の防止に係る第三者による評価の受審状況、当該評価に基づき改

善のために講ずべき措置の内容の公表状況、当該評価を踏まえ講じた措置の状況 

・第三者による評価の受審状況 

○日本医療機能評価機構認定病院 令和 5年 4月 6日認定 

 

・評価に基づき改善のために講ずべき措置の内容の公表状況 

（日本医療機能評価機構ホームページにおける公開内容） 

 

・評価を踏まえ講じた措置 

    ・患者中心の医療の推進 

患者が理解できるような説明を行い、同意を得ている 

倫理・安全面などに配慮しながら、新たな診療・治療方法や技術を開発・導入している 

 

 

（注）記載時点の状況を記載すること 



 
 
 

 
規則第７条の２の２第１項各号に掲げる管理者の資質及び能力に関する基準 

 
 
 管理者に必要な資質及び能力に関する基準 

  
     

 

 ・ 基準の主な内容 

1. 心身ともに健全にして人格高潔である医師 

 2. 医療安全確保のために必要な資質、能力を有している者 

 3. 病院の管理運営のために必要な資質、能力を有している者 

 4. 関西医科大学附属病院における病院理念、基本方針、医療倫理指針を理

解し、遂行することができる者 

 

・ 基準に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

  ホームページ 

 

 

 
 
 

規則第７条の３第１項各号に掲げる管理者の選任を行う委員会の設置及び運営状況 
 
 
 前年度における管理者の選考の実施の有無 

 
    有・無 

 

 ・ 選考を実施した場合、委員会の設置の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、委員名簿、委員の経歴及び選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 選考を実施した場合、管理者の選考結果、選考過程及び選考理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・ 公表の方法 

 

 
 

管理者の選任を行う委員会の委員名簿及び選定理由 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 特別の関

係 

    有・無 

    有・無 

    有・無 

    有・無 
 
  



 
 
 

 
規則第９条の２３第１項及び第２項に掲げる病院の管理及び運営を行うための合議体の

設置及び運営状況 
 
 
 合議体の設置の有無 

 
    有・無 
   

 

・合議体の主要な審議内容 

(1) 病院の運営方針に関すること  

(2) 病院の経営管理に関すること  

(3) 中期計画及び事業計画に関すること  

(4) 医療機能に関すること  

(5) 組織に関すること  

(6) 人事に関すること  

(7) 施設整備に関すること  

(8) 予算及び決算に関すること  

(9) 高難度新規医療技術の実施に関すること  

(10) 未承認の医薬品等の使用に関すること  

(11) 職員の負担の軽減及び処遇の改善に資する体制の整備に関すること  

(12) その他、病院の運営全般に関すること 

 

・審議の概要の従業者への周知状況 

毎月1回（毎月第4火曜日午後4時から）開催の附属病院部科長会に報告し了承を得たうえで、 

職員に周知しています。 

 

・合議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法 

 

 

 

・外部有識者からの意見聴取の有無（ 有・無 ） 

 
 

合議体の委員名簿 

氏名 委員長 

（○を付す） 

職種 役職 

松田 公志 〇 医師 病院長 

谷川 昇  医師 副病院長 

齋藤 貴徳  医師 副病院長 

長沼 誠  医師 副病院長 

藤原 宏司  事務 事務部長 

島村 里香  看護師 看護部長 

山口 伸也  部長 物流センター部長 

森本 圭祐  事務 診療情報分析室部長 

打谷 和記  薬剤師 薬剤部副部長 

仲野 俊成  医師 医療情報部副部長 



 
 
 

 
川江 寛信  事務 事務部次長 

舩原 宏通  事務 管理課長 

馬場 昌仁  事務 医事課長 

大西 良和  事務 用度課長 

杉本 修平  事務 経理課長 

岡田 一充  事務 地域医療連携部課長 

手塚 ちひろ  事務 診療情報分析室課長 
 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第１号に掲げる管理者が有する権限に関する状況 

 
 
 管理者が有する病院の管理及び運営に必要な権限  

  

 
 ・ 管理者が有する権限に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 ・ 公表の方法 
 
 
 ・ 規程の主な内容 

○病院管理者として必要な人事及び予算執行権限について規定している。 
・規程の名称：附属病院組織分掌規則 
・条文：第３条 病院長は、病院管理者として当該病院の管理運営を掌理し、これに必要な人

事及び予算執行権限を有する。 
 

 ・ 管理者をサポートする体制（副院長、院長補佐、企画スタッフ等）及び当該職員の役割 

○副病院長：医療安全に関すること 

○副病院長：救急体制、手術運営に関すること 

○副病院長：患者サービスに関すること 

○事務部長：経営分析に関すること 

○看護部長：看護に関すること 

○薬剤部副部長：薬剤に関すること 

○医療情報部副部長：医療情報に関すること 
 

 ・ 病院のマネジメントを担う人員についての人事・研修の状況 

＜看護部長＞ 

・社団法人日本私立医科大学協会主催の看護部長会議 

＜薬剤部副部長＞ 

・社団法人日本私立医科大学協会主催の薬剤部長会議 

＜事務部長＞ 

・社団法人日本私立医科大学協会主催の事務部長会議 

＜医事課長＞ 

・社団法人日本私立医科大学協会主催の医療事務研究会 

＜管理課長＞ 

・社団法人日本私立医科大学協会主催の病院庶務研究会 

なお、院内においては月１回経営会議を開催し、各科の診療成績や予算に対する収支状況につい
て情報共有を行っている。 
 

 
 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第２号に掲げる医療の安全の確保に関する監査委員会に関する

状況 

 

監査委員会の設置状況 有・無 

・監査委員会の開催状況：年 2 回 

・活動の主な内容： 

(1) 附属病院の医療安全管理責任者、医療安全管理部門、医療安全管理対策委員会、医薬品安全 

管理責任者、医療機器安全管理責任者等の業務状況について管理者から報告 

(2)  (1)の報告内容に関して是正措置を講ずる必要があるかどうかの意見収集 

(3) (1)、(2)の結果公表 

 

・監査委員会の業務実施結果の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員名簿の公表の有無（ 有・無 ） 

・委員の選定理由の公表の有無（ 有・無 ） 

・監査委員会に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 

・公表の方法： 

 

 

 

監査委員会の委員名簿及び選定理由（注） 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

選定理由 利害関係 委員の要件 

該当状況 

藤本 良知 枚方市医師会 

名誉会長 

〇 地域医療に関する 

学識経験者 

有・無 1 

森田 眞照 市立ひらかた病院 

顧問 

 病院機能に関する 

学識経験者 

有・無 1 

永井 仁美 茨木保健所 

所長 

 公衆衛生に関する 

学識経験者 

有・無 1 

吉野 敬昌 枚方信用金庫 

理事長 

 医療を受ける側の 

代表者 

有・無 2 

谷川 昇 関西医科大学医学部

放射線科学講座教授 

 医療に関する 

学識経験者 

有・無 1 

蔦 幸治 関西医科大学臨床病

理学講座教授 

 臨床病理に 

関する学識経験者 

有・無 1 

（注） 「委員の要件該当状況」の欄は、次の1～3のいずれかを記載すること。 

   1. 医療に係る安全管理又は法律に関する識見を有する者その他の学識経験を有する者 

2. 医療を受ける者その他の医療従事者以外の者（1.に掲げる者を除く。） 

   3. その他 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号イに掲げる管理者の業務の執行が法令に適合することを

確保するための体制の整備に係る措置 

 
 
管理者の業務が法令に適合することを確保するための体制の整備状況 

 
 

 
 ・体制の整備状況及び活動内容 

通常は年４回のテーマを決めた内部監査を行っています。また、内部通報窓口となっているため、管理者

の業務に関する通報があれば、対応できる体制になっています。 

 
 ・ 専門部署の設置の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の整備の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 
 

 

 
  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第３号ロに掲げる開設者による業務の監督に係る体制の整備に

係る措置 

 
 
開設者又は理事会等による病院の業務の監督に係る体制の状況 

 

 
 ・ 病院の管理運営状況を監督する会議体の体制及び運営状況 
 
 
 
 
 
 
 
 ・ 会議体の実施状況（ 年6回 ） 
 
 ・ 会議体への管理者の参画の有無および回数（ 有・無 ）（ 年6回 ） 
 
 ・ 会議体に係る内部規程の公表の有無（ 有・無 ） 
 
 ・ 公表の方法 
 
 

病院の管理運営状況を監督する会議体の名称： 

会議体の委員名簿 

氏名 所属 委員長 

（○を付す） 

利害関係 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

   有・無 

（注） 会議体の名称及び委員名簿は理事会等とは別に会議体を設置した場合に記載すること。 

 

 

  



 
 
 

 
規則第１５条の４第１項第４号に掲げる医療安全管理の適正な実施に疑義が生じた場合

等の情報提供を受け付ける窓口の状況 

 

窓口の状況 

・情報提供を受け付けるための窓口の設置の有無（ 有・無 ） 

・通報件数（年 4件） 

・窓口に提供する情報の範囲、情報提供を行った個人を識別することができないようにするための方

策その他窓口の設置に関する必要な定めの有無（ 有・無 ） 

・窓口及びその使用方法についての従業者への周知の有無（ 有・無 ） 

・周知の方法 

○医療安全管理センター前に医療安全管理通報窓口受付箱を設置し、案内を常時掲示しています。 

 

 

 



(様式第 7) 

専門性の高い対応を行う上での取組みに関する書類（任意） 

 

 

1  果たしている役割に関する情報発信 

① 果たしている役割に関する情報発信の有無 有・無 

 ・情報発信の方法、内容等の概要 

〇国際標準化機構（ＩＳＯ１５１８９） 平成25年8月15日認定（臨床検査部内のみ） 

                     令和4年7月19日拡大認定（臨床検査部、病理部） 

                     令和7年9月1日更新（臨床検査医学センター、病理部） 

〇日本医療機能評価機構認定病院    平成30年4月6日認定  

 

 

 

 

2  複数の診療科が連携して対応に当たる体制 

① 複数の診療科が連携して対応に当たる体制の有無 有・無 

 ・複数の診療科が連携して対応に当たる体制の概要 

【発信方法】当院ホームページ 

【内容の概要】医療圏における基幹病院の一つとして最先端医療、高度医療をおこなっており、

患者さんが安心できる安全で最新の医療の提供に努め、全ての人に平等で開かれた大学病院とし

ての社会的責務を果たしている。 

また、災害拠点病院・がん診療連携拠点病院・高度救命救急センターの指定を受けており、診療

の多様化にも対応し、広く地域医療機関との連携を図り医療圏全体の充実に貢献している。 

 

 

 

 

 


